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政
策
解
説
資
料

介護保険制度の見直しに関する意見
■ 社会保障審議会介護保険部会　2013年12月20日 ■

http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000033066.pdf

　社会保障審議会・介護保険部会が次期介護保険制度改革に向けた意見書をまとめた。要支援者への予防給付（通所介護、
訪問介護）の市町村事業への移行や一定以上の所得者に対する利用者負担の２割への引き上げ、補足給付の見直しなどを盛
り込んだ。厚生労働省は意見書を踏まえ、来年の通常国会への提出を目指し、介護保険法改正案を作成する。
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  ○
 

介
護

保
険

制
度

は
、

制
度

創
設

以
来

、
「

地
方

分
権

の
試

金
石

」
と

し
て

、
市

町
村

自

ら
が

保
険

者
と

な
り

保
険

制
度

を
運

営
す

る
な

ど
、
地

方
自

治
体

が
主

体
的

な
役

割
を

果

た
し

て
き

た
。
市

町
村

を
は

じ
め

と
す

る
関

係
者

の
努

力
に

よ
り

、
介

護
保

険
制

度
は

国

民
に

無
く

て
は

な
ら

な
い

も
の

と
し

て
定

着
し

て
き

た
が

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
高

齢
化

の
進

展
や

地
域

資
源

に
大

き
な

地
域

差
が

あ
る

中
、
市

町
村

や
都

道

府
県

が
、
地

域
の

自
主

性
や

主
体

性
に

基
づ

き
、
地

域
の

特
性

に
応

じ
て

作
り

上
げ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、
「

地
域

の
力

」
が

再
び

問
わ

れ
て

い
る

と
言

え
る

。
社

会
保

障

制
度

改
革

国
民

会
議

の
報

告
書

で
も

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

は
「

2
1
世

紀
型

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
生

」
と

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

 

 ○
 

一
方

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

増
加

に
伴

っ
て

、
施

行
当

初
は

全
国

平
均

3
,
0
0
0
円

を
下

回

っ
て

い
た

6
5
歳

以
上

高
齢

者
の

介
護

保
険

料
(
1
号

保
険

料
)
は

、
既

に
5
,
0
0
0
円

弱
と

な

っ
て

お
り

、
今

後
の

高
齢

化
の

進
展

や
サ

ー
ビ

ス
の

更
な

る
充

実
・
機

能
強

化
を

図
っ

て

い
く

中
で

、
2
0
2
5
(
平

成
3
7
)
年

度
に

は
8
,
2
0
0
円

程
度

と
な

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

、
現

役

世
代

の
介

護
保

険
料

（
2
号

保
険

料
）

も
同

様
に

増
え

て
い

く
こ

と
か

ら
、

介
護

保
険

制

度
の

持
続

可
能

性
を

高
め

て
い

く
こ

と
も

強
く

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 ○
 

こ
の

よ
う

に
、
今

回
の

制
度

の
見

直
し

は
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
介

護

保
険

制
度

の
持

続
可

能
性

の
確

保
の

2
点

を
基

本
的

な
考

え
方

と
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

 ○
 

本
部

会
は

、
2
0
1
1
(
平

成
2
3
)
年

7
月

の
「

社
会

保
障
・
税

一
体

改
革

成
案

」
を

受
け

て

同
年

1
0
月

・
1
1
月

に
4
回

の
審

議
を

行
い

、
そ

の
時

点
に

お
け

る
「

議
論

の
整

理
」

を

行
っ

た
。
そ

の
後

、
2
0
1
3
(
平

成
2
5
)
年

1
月

か
ら

6
月

ま
で

に
4
回

の
意

見
交

換
を

行
い

、

そ
の

結
果

を
社

会
保

障
制

度
改

革
国

民
会

議
に

報
告

し
た

。
同

年
8
月

に
は

社
会

保
障

制

度
改

革
国

民
会

議
の

報
告

書
が

と
り

ま
と

め
ら

れ
る

と
と

も
に

、
「

持
続

可
能

な
社

会
保

障
制

度
の

確
立

を
図

る
た

め
の

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
案

」
が

国
会

に
提

出
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、
同

法
案

第
5
条

第
2
項

に
掲

げ
ら

れ
た

検
討

項
目

を
中

心
に

、
8
月

以
降

、

9
回

に
わ

た
っ

て
審

議
を

行
っ

て
き

た
。

以
下

、
当

部
会

に
お

け
る

こ
れ

ま
で

の
審

議
を

整
理

し
、

介
護

保
険

制
度

の
見

直
し

に
関

す
る

意
見

書
と

し
て

と
り

ま
と

め
る

。
 

   Ⅰ
 

サ
ー

ビ
ス
提

供
体
制

の
見

直
し

 

 １
．

地
域

包
括

ケ
ア
シ

ス
テ

ム
の
構

築
に
向

け
た

地
域
支
援

事
業

の
見

直
し

 
 ○

 
地

域
支

援
事

業
は

、
平

成
1
7
年

の
改

正
で

創
設

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

が
、

保
険

者
で

あ
る

市
町

村
が

、
介

護
給

付
や

予
防

給
付

と
い

っ
た

個
別

給
付

と
は

別
に

、
事

業
と

い
う

形
で

、
要

介
護
・
要

支
援

状
態

と
な

る
こ

と
を

予
防

す
る

と
と

も
に

、
要

介
護

状
態

と
な

っ
た

場
合

に
も

可
能

な
限

り
地

域
に

お
い

て
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き

- 1
 - 

 は
じ
め

に
 

 ○
 
介
護

保
険
制

度
が

施
行
さ
れ

た
2
0
0
0
（
平

成
1
2
）

年
当

時
、

約
9
0
0
万

人
だ

っ
た

7
5

歳
以
上
高

齢
者
（

後
期

高
齢
者
）

は
、
現

在
約

1
4
0
0
万

人
と

な
っ

て
お

り
、

2
0
2
5
（

平

成
3
7
）
年

に
は

2
0
0
0
万
人
を
突

破
し
、
「
後

期
高

齢
者

2
0
0
0
万

人
社

会
」

に
な

っ
て

い

く
。
都
市

部
を
中

心
に

7
5
歳
以
上

高
齢
者

数
が

急
増

す
る

と
と

も
に

、
単

身
や

夫
婦

の

み
の

高
齢

者
世

帯
が

増
加

す
る

な
ど

地
域

社
会

・
家

族
関

係
が

大
き

く
変

容
す

る
中

で
、

介
護
保
険

制
度
が

目
指

す
「
高
齢

者
の
尊

厳
の

保
持

」
や
「

自
立

支
援

」
を

い
か

に
実

現

し
て
い
く

か
が
問

わ
れ

て
い
る
。

 

 ○
 
「
で
き

る
限
り

住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
最

期
ま
で

尊
厳

を
も

っ
て

自
分

ら
し

い
生

活
を

送
り

な
が

ら
老

い
て

い
き

た
い

」
。

こ
れ

は
、

多
く

の
人

々
に

共
通

す
る

願
い

で
あ

る
。

多
く
の
人

々
の
こ

の
よ

う
な
願
い

を
か
な

え
る

た
め

に
は

、
介

護
の

サ
ー

ビ
ス

基
盤

を
整

備
す
る
だ

け
で
は

不
十

分
で
あ
り

、
介
護
・
医

療
・
住

ま
い
・
生

活
支

援
・
介

護
予

防
が

一
体
的
に

提
供
さ

れ
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ

ス
テ
ム

」
の

構
築

を
目

指
し

た
改

正
が

重
ね

ら
れ
て
き

た
。

 

 ○
 
ま
ず

、
2
0
0
5（

平
成

1
7
）
年
の
見

直
し
で

は
、
市

町
村

単
位

で
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

と
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
が

図
ら

れ
る
よ
う

、
地
域
密

着
型
サ

ー
ビ

ス
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
創
設
さ

れ
る
と

と
も

に
、
自
立
支

援
の
視

点
に
立

っ
て

、
予

防
給

付
や

地
域

支
援

事
業

が
導
入
さ

れ
る
な

ど
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
て

第
一

歩
が

踏
み

出
さ

れ
た
。

 

 ○
 
そ
し

て
、
2
0
1
1（

平
成

2
3
）
年
の

見
直
し

で
は

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

係
る

理

念
規
定
が

介
護
保

険
法

に
明
記
さ

れ
る
と

と
も

に
、
重

度
者

を
始

め
と

し
た

要
介

護
高

齢

者
の

在
宅

生
活

を
支

え
る

仕
組

み
と

し
て

、
定

期
巡

回
・

随
時

対
応

型
訪

問
介

護
看

護
、

複
合
型
サ

ー
ビ
ス

と
い

っ
た
新
サ

ー
ビ
ス

が
導

入
さ

れ
た

。
ま

た
、
地

域
支

援
事

業
に

お

い
て
、
多
様

な
マ
ン

パ
ワ
ー
や
社

会
資
源

の
活

用
を

図
り

な
が

ら
、
要

支
援

者
と

二
次

予

防
事
業
対

象
者
に

対
し

て
、
介
護
予

防
サ
ー

ビ
ス
や

配
食
・
見

守
り

等
の

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス
を
市

町
村
の

判
断

で
実
施
で

き
る
「

介
護

予
防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
」
が

創

設
さ

れ
た

。
併

せ
て

、
「

高
齢

者
の

居
住

の
安

定
確

保
に

関
す

る
法

律
」

が
改

正
さ

れ
、

在
宅

生
活

を
継

続
す

る
上

で
の

土
台

と
な

る
住

ま
い

を
必

要
な

社
会

資
本

と
し

て
整

備

し
、
居
住

の
確
保

を
保

障
す
る
取

組
が
進

め
ら

れ
て

き
た

。
 

 ○
 
こ
の

よ
う
に
、
順

次
見
直
し

が
行
わ

れ
て

き
た
が

、「
団

塊
の

世
代
（

1
9
4
7
年

か
ら

1
9
4
9

年
生
ま
れ

）
」
が
す

べ
て

7
5
歳

以
上
と

な
る

2
0
2
5
年

ま
で

の
残

り
1
0
年

余
り

で
、
地

域

包
括
ケ
ア

シ
ス
テ

ム
の

構
築
を
実

現
す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
そ

し
て

、
こ

の
間

に
は
、
社
会

保
障
制

度
改
革
国
民

会
議
の

提
案

の
よ

う
に

、
疾

病
構

造
の

変
化

を
踏

ま
え

た
、
「

病
院

完
結

型
」

の
医

療
か

ら
、

地
域

全
体

で
治

し
、

支
え

る
「

地
域

完
結

型
」

の

医
療
へ
の

改
革
が

行
わ

れ
よ
う
と

し
て
お

り
、
地

域
医

療
・
介

護
の

一
体

的
な

サ
ー

ビ
ス

提
供
体
制

の
見
直

し
が

求
め
ら
れ

て
い
る

。
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と
し

た
連

携
の

強
化

が
必

要
と

な
る

。
 

 ○
 

こ
れ

ま
で

の
医

療
提

供
体

制
に

関
す

る
行

政
は

、
都

道
府

県
が

入
院

に
係

る
医

療
を

提

供
す

る
一

体
の

医
療

圏
と

し
て

の
二

次
医

療
圏

や
、
三

次
医

療
圏

を
対

象
と

し
て

考
え

て

き
た

が
、
在

宅
医

療
・
介

護
の

連
携

に
つ

い
て

は
、
介

護
に

係
る

施
策

が
市

町
村

主
体

で

あ
る

こ
と

や
モ

デ
ル

事
業

で
進

め
て

き
た

在
宅

医
療

連
携

拠
点

事
業

の
取

組
を

踏
ま

え
、

市
町

村
が

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
一

つ
の

手
法

と
し

て
、
国

と
都

道
府

県

の
支

援
の

下
、

地
域

の
医

師
会

等
と

連
携

し
つ

つ
、

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 ○
 

具
体

的
に

は
、
地

域
支

援
事

業
の

包
括

的
支

援
事

業
に

在
宅

医
療
・
介

護
連

携
の

推
進

に
係

る
事

業
を

追
加

す
る

。
そ

の
際

に
は

、
現

行
制

度
で

は
、
包

括
的

支
援

事
業

を
委

託

す
る

場
合

は
、
事

業
の

全
て

に
つ

い
て

一
括

し
て

委
託

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

が
、
医

療
に

係
る

専
門

的
な

知
識

及
び

経
験

が
必

要
で

あ
る

業
務

の
趣

旨
に

か
ん

が
み

、
こ

れ
ら

を
適

切
に

実
施

で
き

る
事

業
体

に
、
他

の
事

業
と

は
別

に
委

託
で

き
る

仕
組

み
が

必
要

で

あ
る

。
 

 ○
 

ま
た

、
市

町
村

が
中

心
と

な
っ

て
取

組
を

進
め

る
た

め
、
都

道
府

県
と

市
町

村
の

役
割

分
担

、
関

係
者

と
の

連
携

や
調

整
を

行
う

等
の

市
町

村
の

権
限

を
明

確
に

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

円
滑

な
事

業
の

実
施

の
た

め
に

平
成

2
7
年

度
か

ら
施

行
し

、
市

町
村

の
準

備

期
間

を
考

慮
し

て
順

次
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

平
成

3
0
年

度
に

は
全

て
の

市
町

村
で

実

施
す

る
こ

と
と

す
る

ほ
か

、
小

規
模

市
町

村
で

は
事

業
の

共
同

実
施

を
可

能
と

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 ○
 

さ
ら

に
、
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
の

推
進

に
係

る
事

業
に

つ
い

て
は

、
医

療
計

画
と

の

調
和

も
図

り
な

が
ら

、
介

護
保

険
事

業
（

支
援

）
計

画
に

記
載

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

  （
２

）
認

知
症

施
策

の
推

進
 

○
 

認
知

症
高

齢
者

数
に
つ

い
て

は
、

要
介

護
・

要
支

援
認

定
を

受
け

て
い

る
6
5
歳

以
上

の
者

の
う

ち
、
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
Ⅱ

以
上

の
者

は
平

成
2
2
年

で
約

2
8
0

万
人

、
平

成
3
7
年

で
は

約
4
7
0
万

人
に

達
す

る
と

見
込

ま
れ

て
い

る
。
こ

れ
は

6
5
歳

以

上
の

約
1
割

に
あ

た
り

、
要

介
護

・
要

支
援

認
定

を
受

け
て

い
る

6
5
歳

以
上

の
約

6
割

と
な

っ
て

い
る

。
一

方
、
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
の

研
究

報
告

で
は

、
上

記
の

認

知
症

高
齢

者
数

を
含

め
、

平
成

2
2
年

の
認

知
症

有
病

者
数

は
約

4
3
9
万

人
（

認
知

症
有

病
率

推
定

値
1
5
％

）
と

推
計

さ
れ

て
い

る
。
ま

た
、
正

常
で

も
な

い
、
認

知
症

で
も

な
い

（
正

常
と

認
知

症
の

中
間

）
状

態
の

者
（

M
C
I
：

m
i
l
d
 c
o
g
n
i
t
i
v
e
 i
m
p
a
i
r
m
e
n
t
）

の
有

病
者

数
も

約
3
8
0
万

人
（

M
C
I
有

病
率

推
定

値
1
3
％

）
と

推
計

さ
れ

て
い

る
。

 

 ○
 

こ
の

よ
う

に
今

後
増
加

す
る

認
知

症
高

齢
者

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
医

療
・

介
護
・
生

活
支

援
等

が
包

括
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
体

制
整

備
を

図
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

が
、

こ
れ

ま
で

の
認

知
症

施
策

は
、
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る
よ
う
支

援
す
る

た
め

の
サ
ー
ビ

ス
を
提

供
す

る
も

の
で

あ
る

。
市

町
村

は
、
介

護
保

険

事
業
に
係

る
保
険

給
付

を
円
滑
に

実
施
す

る
た

め
、
介

護
給

付
と

予
防

給
付

、
地

域
支

援

事
業
を
一

体
的
に

介
護

保
険
事
業

計
画
を

定
め

、
3
年

を
一

期
と

す
る

運
営

を
行

っ
て

い

る
。
そ
し

て
、
こ
の

地
域
支
援
事

業
に

は
、
保

険
料

財
源

も
投

入
さ

れ
て

い
る

が
、
給

付

と
一
体
的

か
つ
密

接
に

事
業
を
実

施
す
る

こ
と

に
よ

り
、
効

果
的
・
効

率
的

に
介

護
保

険

事
業
を
実

施
す
る

仕
組

み
で
あ
る

。
 

 ○
 
現
在
、
地
域
支

援
事
業
は
、
介

護
予
防

事
業
や

介
護

予
防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
、

包
括
的
支

援
事
業
、
任

意
事
業
で

構
成
さ

れ
て

い
る

が
、
こ

の
地

域
支

援
事

業
を

任
意

事

業
の
見
直

し
を
含

め
、
地
域
包
括

ケ
ア
の

一
翼

を
担

う
に

ふ
さ

わ
し

い
良

質
で

効
率

的
な

事
業
に
重

点
化
し

つ
つ

再
構
築
す

る
と
と

も
に

、
必

要
な

財
源

を
確

保
し

、
充

実
・
強

化

を
図
っ
て

い
く
こ

と
が

必
要
で
あ

る
。
こ
れ

に
よ

り
、
以

下
の

(
1
)
か

ら
(
6
)
ま

で
に

掲
げ

る
取
組
を

市
町
村

が
主

体
的
に
取

り
組
む

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
各

市
町

村
が

地
域

の
実

情
に
応
じ

た
地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

  （
１

）
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

の
推

進
 

○
 
7
5
歳

以
上
高

齢
者

は
、
慢
性

疾
患
に

よ
る

受
療

が
多

い
、
疾

病
の

罹
患

率
が

高
い

、
複

数
の
疾
病

に
か
か

り
や

す
い
、
要
介

護
の
発

生
率

が
高

い
、
認

知
症

の
発

生
率

が
高

い
等

の
特
徴
を

有
し
て

お
り

、
医
療
と
介

護
の
両

方
を

必
要

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
医

療
と

介
護
の
更

な
る
連

携
が

必
須
で
あ

る
。
ま
た

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

要
素

の
一

つ

は
医
療
で

あ
る
こ

と
か

ら
、
急
性
期

医
療
か

ら
の

早
期

か
つ

円
滑

な
在

宅
へ

の
復

帰
を

可

能
と
す
る

体
制
整

備
や

在
宅
サ
ー

ビ
ス
の

充
実

、
在

宅
等

で
の

看
取

り
の

体
制

強
化

な
ど

が
地
域
包

括
ケ
ア

シ
ス

テ
ム
の
構

築
の
推

進
の

た
め

に
重

要
で

あ
り

、
こ

の
点

に
お

い
て

も
医
療
・

介
護
連

携
が

必
要
で
あ

る
。

 

 ○
 
医
療
・
介
護
連

携
に
つ
い
て

は
、
従
来

か
ら
問

わ
れ

続
け

て
き

た
重

要
課

題
の

一
つ

で

あ
る
が
、
「
医
療
」
と
「
介
護
」
に
つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

制
度

や
こ

れ
ら

を
担

う
専

門
職

が
異

な
り

、
多

職
種

間
の

相
互

理
解

や
情

報
の

共
有

が
で

き
て

い
な

い
こ

と
な

ど
、

必
ず
し
も

円
滑
に

連
携

が
な
さ
れ

て
い
な

い
と

い
う

課
題

が
あ

っ
た

。
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ
ー
や

、
定
期

巡
回
・
随
時
対

応
型
訪

問
介

護
看

護
、
複

合
型

サ
ー

ビ
ス

と
い

っ
た

新

サ
ー
ビ
ス

を
導
入

し
た

こ
れ
ま
で

の
制
度

改
正

も
、
医

療
・
介

護
連

携
に

資
す

る
も

の
と

言
え
る
。

 

 ○
 
在
宅

医
療
・
介

護
連
携
は

、
退

院
支
援

、
日
常
の

療
養

支
援

、
急

変
時

の
対

応
、
看

取

り
等
、
様
々

な
局
面

で
求
め
ら
れ

る
。
医
師

と
の

連
携

に
困

難
を

感
じ

る
介

護
支

援
専

門

員
が
多
い

現
状
に

あ
る

が
、
今
後
、
在
宅
医

療
・
介

護
連

携
を

進
め

る
た

め
に

は
、
医

師
・

歯
科
医
師
・
薬
剤

師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
等

の
医

療
関

係
職

種
と

介
護
支
援

専
門
員
、
介

護
関
係
職

種
と
い

っ
た

多
職

種
の

連
携

が
重

要
と

な
る

た
め

、
地

域
包
括
支

援
セ
ン

タ
ー

に
お
け
る

医
療
面

の
対

応
強

化
へ

の
支

援
や

、
医

療
に

関
す

る
専

門
的

な
知

見
を

有
す

る
在

宅
医

療
に

関
す

る
拠

点
機

能
の

構
築

及
び

そ
の

拠
点

を
中

心
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年
性

認
知

症
者

へ
の

対
応

、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

普
及

、
市

民
後

見
人

の
育

成
と

支
援

体
制

の
整

備
、
認

知
症

の
普

及
・
啓

発
を

含
む

認
知

症
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く

り
等

に
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 ○
 

な
お

、
こ

の
点

に
関

し
、
生

活
の

場
に

必
要

な
医

療
が

提
供

さ
れ

て
看

取
り

ま
で

で
き

る
体

制
整

備
を

求
め

る
意

見
が

あ
っ

た
。

 

  （
３

）
地

域
ケ

ア
会

議
の

推
進
 

○
 

地
域

ケ
ア

会
議

は
、
多

職
種

の
第

三
者

に
よ

る
専

門
的

視
点

を
交

え
て

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
質

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
個

別
ケ

ー
ス

の
課

題
分

析
等

の
積

み
重

ね
に

よ
り

地
域

課
題

を
発

見
し

、
地

域
に

必
要

な
資

源
開

発
や

地
域

づ
く

り
、
さ

ら
に

は
介

護
保

険

事
業

計
画

へ
の

反
映

な
ど

の
政

策
形

成
に

つ
な

げ
る

も
の

で
あ

る
。

 

 ○
 

地
域

ケ
ア

会
議

の
推
進

に
よ

り
、
高

齢
者

個
人

に
対

す
る

支
援

の
充

実
と

そ
れ

を
支

え

る
社

会
基

盤
の

整
備

が
同

時
に

図
ら

れ
る

こ
と

に
な

る
た

め
、
地

域
ケ

ア
会

議
は

、
地

域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
実

現
に

向
け

た
重

要
な

ツ
ー

ル
と

位
置

づ
け

ら
れ

る
。

 

 ○
 

平
成

2
4
年

度
か

ら
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
運

営
通

知
を

改
正

し
、

個
別

ケ
ー

ス
を

検
討

す
る
「

地
域

ケ
ア

個
別

会
議

」
は

市
町

村
内

の
圏

域
単

位
で

の
地

域
包

括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
開

催
し

、
地

域
づ

く
り

や
政

策
形

成
等

に
つ

な
げ

る
「

地
域

ケ
ア

推
進

会
議

」
は

市
町

村
レ

ベ
ル

で
開

催
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
会

議
の

内
容

、
参

加
者

等
は

様
々

で
あ

り
、
個

別
ケ

ー
ス

の
検

討
を

基
本

と
し

て
い

る
会

議
は

多
く

な
い

現
状

に

あ
る

。
 

 ○
 

こ
の

た
め

、
市

町
村

の
地

域
支

援
事

業
の

包
括

的
支

援
事

業
の

一
環

と
し

て
、
地

域
ケ

ア
会

議
を

実
施

す
る

こ
と

を
介

護
保

険
法

に
位

置
づ

け
る

と
と

も
に

、
介

護
支

援
専

門
員

の
協

力
や

守
秘

義
務

の
取

扱
い

等
に

つ
い

て
制

度
的

な
枠

組
み

を
設

け
、
一

層
の

推
進

を

図
る

必
要

が
あ

る
。
ま

た
、
地

域
ケ

ア
会

議
が

十
分

に
機

能
す

る
た

め
に

は
、
市

町
村

の

人
材

育
成

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
好

事
例

の
共

有
な

ど
、
国

は
市

町
村

の
支

援
に

取
り

組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 ○
 

な
お

、
こ

の
点

に
関

し
、
地

域
ケ

ア
会

議
は

介
護

支
援

専
門

員
と

地
域

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
わ

る
多

様
な

専
門

職
等

が
適

切
に

意
見

交
換

す
る

た
め

の
会

議
で

あ
る

と

い
う

こ
と

を
明

確
に

し
て

推
進

す
べ

き
、
市

町
村

長
の

権
限
・
役

割
を

明
確

に
し

、
総

合

調
整

の
権

限
を

新
た

に
付

与
す

べ
き

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
 

  （
４

）
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

・
強

化
 

○
 

単
身

や
夫

婦
の

み
の

高
齢

者
世

帯
、
認

知
症

の
高

齢
者

が
増

加
す

る
中

、
高

齢
者

が
地

域
で

生
活

を
継

続
す

る
た

め
に

は
、
多

様
な

生
活

支
援

ニ
ー

ズ
が

あ
り

、
多

様
な

サ
ー

ビ
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①
 
早
期

受
診
・

対
応

の
遅
れ
に

よ
る
認

知
症

状
の

悪
化

 

②
 
医
療

機
関
に

お
い

て
も
認
知

症
の
人

へ
の

対
応

が
不

十
分

 

③
 

認
知

症
の
人

が
住

み
慣

れ
た

地
域
で

可
能

な
限

り
生

活
を

続
け

て
い

く
た

め
の

介
護

サ
ー
ビ
ス

が
量
、

質
の

両
面
か
ら

不
足

 

④
 
地
域

で
認
知

症
の

人
と
そ
の

家
族
を

支
援

す
る

体
制

が
不

十
分

 

⑤
 

医
療

・
介
護

従
事

者
が

現
場

で
連
携

が
と

れ
た

対
応

が
で

き
て

い
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
 

な
ど
、
様

々
な
課

題
が

指
摘
さ
れ

て
き
た

。
 

 

○
 

こ
れ

ら
の

課
題

に
対

応
し

、
「

認
知

症
に

な
っ

て
も

本
人

の
意

思
が

尊
重

さ
れ

、
で

き

る
限
り
住

み
慣
れ

た
地

域
の
よ
い

環
境
で

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

社
会

」
の

実
現

を
目
指
す

た
め
、「

認
知
症
施
策

推
進

5
か
年

計
画

」
が

策
定

さ
れ

、
平

成
2
5
年

度
か

ら

取
組
が
実

施
さ
れ

て
い

る
が
、
増
加

す
る
認

知
症
高

齢
者

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、
こ

の

計
画
を
着

実
に
推

進
す

る
た
め
の

制
度
的

な
裏

付
け

が
必

要
と

な
る

。
 

 ○
 
認
知

症
施
策

に
つ

い
て
は
、
早

期
か
ら

の
適
切
な

診
断

や
対

応
、
そ

し
て

認
知

症
に

つ

い
て

の
正

し
い

知
識

と
理

解
に

基
づ

く
本

人
や

家
族

へ
の

支
援

を
地

域
ご

と
に

包
括

的
・
継
続
的

に
実
施

す
る
体
制
を

作
る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、
こ

れ
ま

で
も

市
町

村
ご

と

に
取
り
組

ま
れ
て

き
て

は
い
る
も

の
の

、
認

知
症
施

策
の

推
進

を
地

域
支

援
事

業
の

包
括

的
支
援
事

業
に
位

置
づ

け
、
市
町
村

が
地
域

包
括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

の
一

つ
の

手
法

と
し
て
取

組
を
進

め
る

こ
と
が
必

要
で
あ

る
。

 

 ○
 
認
知

症
施
策

の
推

進
に
つ
い

て
も

、
保

健
医
療
・
福

祉
に

係
る

専
門

的
な

知
識

及
び

経

験
が

必
要

と
な

る
こ

と
に

か
ん

が
み

、
(
1
)
と

同
様

に
、

こ
れ

ら
を

適
切

に
実

施
で

き
る

事
業
体
に

、
他
の

事
業

と
は
別
に

委
託
で

き
る

仕
組

み
が

必
要

で
あ

る
。
な

お
、
市

町
村

の
準
備
期

間
を
考

慮
し

て
順
次
実

施
す
る

こ
と

と
し

、
平

成
3
0
年

度
に

は
全

て
の

市
町

村
で
実
施

す
る
こ

と
と

す
る
ほ
か

、
小
規
模

市
町

村
で

は
事

業
の

共
同

実
施

を
可

能
と

す

る
こ
と
が

求
め
ら

れ
る

。
 

 ○
 
特
に

、
認
知

症
は

早
期
診
断
・
早
期

対
応

が
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
初

期
の

段
階

で

医
療

と
介

護
と

の
連

携
の

下
に

認
知

症
の

人
や

そ
の

家
族

に
対

し
て

個
別

の
訪

問
を

行

い
適
切
な

支
援
を

行
う
「
認
知
症

初
期
集

中
支

援
チ

ー
ム

」
や

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

医
療
機
関
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業

所
や
地

域
の

支
援

機
関

を
つ

な
ぐ

連
携

支
援

や
認

知
症

の
人
や
そ

の
家
族

を
支

援
す
る
相

談
業
務

等
を

行
う
「

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

」
の

設

置
に
取
り

組
む
こ

と
が

重
要
と
な

る
。
ま
た

、
認

知
症

ケ
ア

に
携

わ
る

多
職

種
の

協
働

研

修
、
認

知
症

カ
フ
ェ

等
に
よ
る
認

知
症
の

人
と

そ
の

家
族

へ
の

支
援

な
ど

認
知

症
ケ

ア
の

向
上
を
推

進
す
る

事
業

を
地
域
支

援
事
業

で
推

進
す

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

 

 
 

 

○
 
こ
の

ほ
か
、
認
知

症
施
策
に

つ
い
て

は
、
専
門

医
療

機
関

の
整

備
、
認

知
症

施
策

を
担

う
医
療
・
介

護
人
材

の
対
応
力
向

上
、
予
防
・
診
断
・
治

療
・
ケ

ア
技

術
等

の
確

立
に

向

け
た
研
究

の
推
進
、
家

族
に
対
す

る
支
援
、
認

知
症

高
齢

者
と

は
異

な
る

特
徴

が
あ

る
若



京都保険医新聞

47第175号

2014年（平成26年）１月25日　毎月５日・20日・25日発行� 第2882号

政
策
解
説
資
料

- 8
 - 

 

出
な

ど
）

が
必

ず
し

も
十

分
で

は
な

か
っ

た
と

い
う

課
題

が
あ

る
。

 

 ○
 

こ
の

よ
う

な
現

状
を

踏
ま

え
る

と
、
こ

れ
か

ら
の

介
護

予
防

は
、
機

能
回

復
訓

練
な

ど

の
高

齢
者

本
人

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
だ

け
で

は
な

く
、
生

活
環

境
の

調
整

や
、
地

域
の

中
に

生
き

が
い
・
役

割
を

持
っ

て
生

活
で

き
る

よ
う

な
居

場
所

と
出

番
づ

く
り

な
ど

、
高

齢
者

本
人

を
取

り
巻

く
環

境
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

も
含

め
た

、
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
ア

プ
ロ

ー
チ

が
重

要
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

効
果

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

実
践

す
る

た
め

、
地

域
に

お
い

て
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
等

を
活

か
し

た
自

立
支

援
に

資
す

る
取

組
を

推
進

し
、

要
介

護
状

態
に

な
っ

て
も

、
生

き
が

い
・
役

割
を

持
っ

て
生

活
で

き
る

地
域

の
実

現
を

目

指
す

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

 ○
 

具
体

的
に

は
、
今

後
の

介
護

予
防

事
業
（

一
般

介
護

予
防

事
業

）
に

つ
い

て
は

、
市

町

村
の

独
自

財
源

で
行

う
事

業
や

地
域

の
互

助
、
民

間
サ

ー
ビ

ス
と

の
役

割
分

担
を

踏
ま

え

つ
つ

、
介

護
予

防
の

理
念

の
徹

底
の

観
点

か
ら

、
元

気
高

齢
者

と
二

次
予

防
事

業
対

象
者

を
分

け
隔

て
る

こ
と

な
く

、
住

民
運

営
の

通
い

の
場

を
充

実
さ

せ
、
人

と
人

と
の

つ
な

が

り
を

通
じ

て
、
参

加
者

や
通

い
の

場
が

継
続

的
に

拡
大

し
て

い
く

よ
う

な
地

域
づ

く
り

を

推
進

す
る

等
、

機
能

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 

さ
ら

に
、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

効
果

的
・
効

率
的

な
介

護
予

防
の

取
組

事
例

を
全

国

展
開

す
る

観
点

か
ら

、
国

は
都

道
府

県
と

連
携

し
な

が
ら

技
術

的
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、

全
国
・
都

道
府

県
・
市

町
村
・
日

常
生

活
圏

域
別

の
特

徴
や

課
題

、
取

組
等

を
客

観
的

か

つ
容

易
に

把
握

で
き

る
よ

う
、
介

護
・
医

療
関

連
情

報
の
「

見
え

る
化

」
を

推
進

す
る

必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 

な
お

、
上

記
の

よ
う
な

地
域

づ
く

り
の

た
め

に
は

、
介

護
保

険
制

度
の

み
な

ら
ず

、
高

齢
化

に
対

応
し

た
地

域
づ

く
り

に
向

け
た

国
・
地

方
自

治
体

の
諸

施
策

が
有

機
的

に
連

携

す
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
。

 

  （
６

）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

強
化
 

 

○
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
数

は
4
,
3
2
8
か

所
、
サ

ブ
セ

ン
タ

ー
・
ブ

ラ
ン

チ
を

合
わ

せ
て

7
,
0
7
2
か

所
と

な
っ

て
い

る
（

平
成

2
4
年

4
月

末
時

点
）
。
セ

ン
タ

ー
を

対
象

と
し

た
調

査
で

は
、
セ

ン
タ

ー
の

1
/
4
は

業
務

量
が

過
大

と
認

識
し

て
お

り
、
セ

ン
タ

ー

の
約

半
数

は
地

域
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

介
護

支
援

専
門

員
へ

の
支

援
を

行

っ
て

い
な

い
と

回
答

し
て

い
る

。
ま

た
、

相
談

件
数

は
、

１
セ

ン
タ

ー
あ

た
り

平
成

2
1

年
度

1
,
7
4
5
件

が
、

平
成

2
4
年

度
2
,
2
6
4
件

と
1
.
3
倍

に
増

加
し

て
い

る
。

 

 ○
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、
行

政
直

営
型
・
委

託
型

に
か

か
わ

ら
ず

、
行

政
（

市
町

村
）
機

能
の

一
部

と
し

て
地

域
の

最
前

線
に

立
ち

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る

中
核

的
な

機
関

と
し

て
期

待
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
現

状
の

課
題

や
今

後
求

め
ら

れ
る

役
割

を
勘

案
し

な
が

ら
、

複
合

的
に

機
能

強
化

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

- 7
 - 

 

ス
を
地
域

で
整
備

し
て

い
く
こ
と

が
求
め

ら
れ

る
。

 

 ○
 
例
え

ば
、
高

齢
者

の
い
る
世

帯
で
は

、
都

市
部
・
地

方
に

か
か

わ
ら

ず
、
買

い
物

に
不

便
を
感
じ

て
い
る

世
帯

が
約

5
割

と
な
っ

て
お

り
、
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
世

帯
が

生
活

行

動
の
中
で

困
っ
て

い
る

こ
と
は
、「

家
の
中

の
修

理
、
電

球
交

換
、
部

屋
の

模
様

替
え

」「
掃

除
」
「

買
い

物
」
「

散
歩

・
外

出
」
「

食
事

の
準

備
・

調
理

・
後

始
末

」
「

通
院

」
「

ご
み

出

し
」
な
ど

が
上
位

に
あ

が
っ
て
い

る
。
そ

し
て

、
N
P
O
等

に
よ

る
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

利
用
者
は

、
要
介

護
者

に
限
ら
ず

、
要
支

援
者

、
自

立
の

人
も

多
数

含
ま

れ
る

。
 

 ○
 

そ
の

一
方

で
、

高
齢

者
支

援
を

目
的

と
す

る
6
0

歳
以

上
の

住
民

グ
ル

ー
プ

活
動

は

5
.
9
％

、
高
齢
者

見
守

り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
形

成
し

て
い

る
地

方
自

治
体

は
3
6
.
8
％

に
と

ど
ま
り

、
住

民
の
互

助
活
動
に
よ

る
サ
ー

ビ
ス

や
見

守
り

活
動

は
十

分
と

言
え

な
い

現
状

に
あ
る
。

 

 ○
 

こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
れ

ば
、

ま
ず

市
町

村
が

中
心

と
な

っ
て

、
N
P
O
、

民
間

企

業
、
協
同

組
合
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

、
社
会

福
祉

法
人

等
の

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
担

う
事

業
主
体
の

支
援
体

制
の

充
実
・
強

化
を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
具

体
的

に
は

、
高

齢

者
等
が
サ

ー
ビ
ス

の
担

い
手
と
な

る
よ
う

養
成

し
、
支

援
を

必
要

と
す

る
高

齢
者

の
支

援

の
場
に
つ

な
げ

、
生

活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を

行
う

事
業

主
体

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
こ
と
や

、
地
域
の

ニ
ー
ズ
と
地

域
資
源

の
マ

ッ
チ

ン
グ

な
ど

を
行

う
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の
配
置

や
協
議

体
の

設
置
等
に

つ
い
て

、
地

域
支

援
事

業
の

包
括

的
支

援
事

業
に

位
置

づ
け
て
取

組
を
進

め
る

こ
と
が
必

要
で
あ

る
。

 

 ○
 
こ
れ

ら
を
通

じ
、
高
齢
者
の

中
に
は

事
業

の
担

い
手

と
な

る
者

も
現

れ
、
高

齢
者

が
社

会
的
役
割

を
持
つ

こ
と

に
よ
り

、
生

き
が
い

や
介

護
予

防
に

も
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ

れ
る
。

 

  （
５

）
介

護
予

防
の

推
進

 

○
 
介
護

予
防
は

、
高

齢
者
が
要

介
護
状

態
等

と
な

る
こ

と
の

予
防

や
要

介
護

状
態

等
の

軽

減
・
悪

化
の
防
止

を
目

的
と
し
て

行
う
も

の
で

あ
る

。
特

に
、
生

活
機

能
の

低
下

し
た

高

齢
者
に
対

し
て
は

、
リ

ハ
ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
の

理
念

を
踏

ま
え

て
、「

心
身

機
能

」「
活

動
」

「
参
加
」
の

そ
れ
ぞ

れ
の
要
素
に

バ
ラ
ン

ス
よ

く
働

き
か

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
単

に
高

齢
者

の
運

動
機

能
や

栄
養

状
態

と
い

っ
た

心
身

機
能

の
改

善
だ

け
を

目
指

す
も

の

で
は
な
く

、
日
常

生
活

の
活
動
を

高
め
、
家
庭

や
社

会
へ

の
参

加
を

促
し

、
そ

れ
に

よ
っ

て
一
人
ひ

と
り
の

生
き

が
い
や
自

己
実
現

の
た

め
の

取
組

を
支

援
し

て
、

Q
O
L
の

向
上

を

目
指
す
も

の
で
あ

る
。

 

 ○
 
一
方

で
、
こ
れ

ま
で
の
介
護

予
防
の

手
法

は
、
心

身
機

能
を

改
善

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た
機
能

回
復
訓

練
に

偏
り
が
ち

で
あ
り

、
介

護
予

防
で

得
ら

れ
た

活
動

的
な

状
態

を
バ

ラ
ン
ス
良

く
維
持

す
る

た
め
の
活

動
や
社

会
参

加
を

促
す

取
組
（

多
様

な
通

い
の

場
の

創
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極
的

に
生

活
支

援
の

担
い

手
と

な
っ

て
、
支

援
が

必
要

な
高

齢
者

を
支

え
る

社
会

を
実

現

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 ○
 

ま
た

、
「

1
（

5
）

介
護

予
防

の
推

進
」

で
述

べ
た

と
お

り
、

地
域

に
多

様
な

通
い

の
場

を
作

り
、
社

会
参

加
を

促
進

し
て

い
く

こ
と

は
、
高

齢
者

の
介

護
予

防
に

と
っ

て
極

め
て

重
要

で
あ

る
が

、
趣

味
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

等
の

社
会

参
加

に
つ

い
て

も
、
生

活
支

援

サ
ー

ビ
ス

と
同

様
、
地

域
の

中
で

多
様

な
主

体
に

よ
り

多
様

な
場

を
確

保
し

て
い

く
こ

と

が
重

要
で

あ
る

。
 

 ○
 

こ
の

よ
う

な
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

と
高

齢
者

の
社

会
参

加
促

進
の

必
要

性
に

応
え

る
た

め
に

は
、
地

域
支

援
事

業
の

枠
組

み
の

中
で

介
護

予
防
・
日

常
生

活
支

援
総

合

事
業
（

総
合

事
業

）
を

発
展

的
に

見
直

し
、
サ

ー
ビ

ス
の

種
類
・

内
容

・
人

員
基

準
・
運

営
基

準
・
単

価
等

が
全

国
一

律
と

な
っ

て
い

る
予

防
給

付
の

う
ち

、
訪

問
介

護
・
通

所
介

護
に

つ
い

て
、
市

町
村

が
地

域
の

実
情

に
応

じ
、
住

民
主

体
の

取
組

を
含

め
た

多
様

な
主

体
に

よ
る

柔
軟

な
取

組
に

よ
り

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

よ
う

、

地
域

支
援

事
業

の
形

式
に

見
直

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 ○
 

市
町

村
が

中
心

と
な

っ
て

基
盤

整
備

を
進

め
つ

つ
、
地

域
支

援
事

業
に

移
行

す
る

こ
と

に
よ

り
、
既

存
の

介
護

事
業

所
に

よ
る

既
存

の
サ

ー
ビ

ス
に

加
え

て
、
N
P
O
、
民

間
企

業
、

住
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
に

よ
る

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

な
ど

、
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

が
多

様
な

主
体

に
よ

り
提

供
さ

れ
、

利
用

者
が

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
を

選
択

可
能

と
な

る
。

そ
し

て
、

高
齢

者
は

支
え

手
側

に
回

る
こ

と
も

で
き

、
地

域
の

中
で

社
会

的
役

割
を

持
つ

と
い

う
点

で
生

き
が

い
・

介
護

予
防

に
も

つ
な

が
る

こ
と

と
な

る
。

 

 ○
 

予
防

給
付

も
地

域
支

援
事

業
も

介
護

保
険

制
度

内
の

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
で

あ
り

、
財

源

構
成

も
変

わ
ら

な
い

が
、
訪

問
介

護
・
通

所
介

護
の

地
域

支
援

事
業

の
移

行
に

よ
り

、
質

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

な
く

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
を

効
果

的
・
効

率
的

に
提

供
す

る
と

と
も

に
、

地
域

に
お

け
る

互
助

の
再

構
築

と
高

齢
者

の
社

会
参

加
を

通
じ

た
自

立
支

援
と

い
っ

た

好
循

環
を

生
む

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
 

 ○
 

こ
の

中
で

、
事

業
移

行
後

も
、
既

に
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

て
い

る
者

に
つ

い
て

は
必

要
に

応
じ

て
既

存
サ

ー
ビ

ス
相

当
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
可

能
と

し
、
新

し
く

サ
ー

ビ
ス

を
受

け

る
者

に
つ

い
て

は
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
を

促
進

す
る

が
、
必

要
に

応
じ

て
既

存
サ

ー

ビ
ス

相
当

の
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

可
能

と
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 ○
 

予
防

給
付

の
う

ち
、
訪

問
介

護
・
通

所
介

護
以

外
の

サ
ー

ビ
ス
（

訪
問

看
護

、
福

祉
用

具
等

）
は

、
多

様
な

形
態

で
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
余

地
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、
市

町
村

の

事
務

負
担

も
考

慮
し

て
、
引

き
続

き
予

防
給

付
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
継

続
す

る
こ

と

が
適

当
で

あ
る

。
 

 ○
 

新
し

い
総

合
事

業
の

施
行

は
第

6
期

介
護

保
険

事
業

計
画

の
ス

タ
ー

ト
の

平
成

2
7
年

4
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  ○
 
高
齢

化
の
進

展
、
そ
れ
に
伴

う
相
談

件
数

の
増
加

等
を

勘
案

し
、
セ

ン
タ

ー
に

対
す

る

人
員
体
制

を
業
務

量
に

応
じ
て
適

切
に
配

置
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
さ

ら
に

、
今

後
、

現
在
の
業

務
に
加

え
、「

在
宅
医
療
・
介

護
連
携

の
推

進
」
、「

認
知

症
施

策
の

推
進

」
、「

地

域
ケ
ア
会

議
の
推

進
」
、
「
生
活
支

援
サ
ー

ビ
ス

を
担

う
事

業
主

体
の

支
援

体
制

の
充

実
・

強
化
」
、「

全
て
の

市
町

村
に
お
け

る
総
合

事
業

の
実

施
」
を

図
る

中
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

セ

ン
タ
ー
の

役
割
に

応
じ

た
人
員
体

制
の
強

化
と

そ
の

た
め

の
財

源
確

保
、
職

員
の

研
修

の

充
実
を
図

る
こ
と

が
必

要
で
あ
る

。
 

 ○
 
ま
た
、
こ
れ
ら

の
新
た
な
業

務
を
行

っ
て

い
く
際

、
地

域
の

中
で

直
営

等
基

幹
と

な
る

セ
ン

タ
ー

や
機

能
強

化
型

の
セ

ン
タ

ー
を

位
置

付
け

る
な

ど
、

セ
ン

タ
ー

間
の

役
割

分

担
・
連

携
を
強
化

し
、
効
果
的
か

つ
効
率

的
な

運
営

を
目

指
す

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
こ

れ
に
関
し

て
は
、
地

域
ケ
ア
会
議

の
活
用

の
推

進
の

た
め

に
も

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

強
化

、
役

割
分

担
・

連
携

を
更

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。
 

 ○
 
委
託

型
セ
ン

タ
ー

に
対
し
て

は
、
市
町

村
が
提
示

す
る

委
託

方
針

に
つ

い
て

、
よ

り
具

体
的
な
内

容
を
提

示
す

る
こ
と
を

推
進
し

、
こ

れ
に

よ
り

、
市

町
村

と
の

役
割

分
担

、
そ

れ
ぞ
れ
の

セ
ン
タ

ー
が

担
う
べ
き

業
務
内

容
を

明
確

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 
セ
ン

タ
ー
が

よ
り

充
実
し
た

機
能
を

果
た

し
て
い

く
に

は
、
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
対

す

る
評
価
が

必
要
で

あ
る

が
、
現
在
、
評
価
を

実
施
し

て
い

る
市

町
村

は
約

3
割

に
と

ど
ま

っ
て
お
り
、
市
町
村

運
営
協
議
会

等
に
よ

る
評

価
の

取
組

を
法

定
化

す
る

な
ど

、
継

続
的

な
評
価
・
点
検
の

取
組

を
強
化
す

る
こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
併

せ
て

、
情

報
公

表
制

度
を

活
用

す
る

な
ど

し
て

、
セ

ン
タ

ー
の

取
組

に
つ

い
て

周
知

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

   ２
．
地

域
支
援

事
業
の

見
直

し
に
併

せ
た

予
防
給

付
の
見

直
し

 
 （

見
直

し
の

背
景

・
趣
旨

）
 

○
 

「
１

(
4
)
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

・
強

化
」

で
も

述
べ

た
と

お
り

、
一

人
暮

ら
し

高
齢
者
等

の
急
速

な
増

加
、
家
族
の

介
護
力

の
低
下

、
地

域
を

支
え

る
若

年
層

の
減

少
な

ど
に
よ
り

、
生
活

支
援

ニ
ー
ズ
の

高
ま
り

が
顕

在
化

す
る

。
 

 ○
 
特
に

、
要
支

援
者

は
生
活
支

援
の
ニ

ー
ズ

が
高

く
、
そ

の
内

容
は

配
食

、
見

守
り

等
の

多
様
な
生

活
支
援

サ
ー

ビ
ス
が
求

め
ら
れ

て
お

り
、
生

活
支

援
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え

る
た

め
に

は
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
以

外
に

も
、

N
P
O
、

民
間

企
業

、
協

同
組

合
、

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
、
社
会

福
祉
法
人
な

ど
、
多
種

多
様
な

事
業

主
体

の
参

加
に

よ
る

重
層

的
な

サ
ー
ビ
ス

が
地
域

で
提

供
さ
れ
る

体
制
の

構
築

が
重

要
で

あ
る

。
併

せ
て

、
今

後
の

地
域

に
お

け
る

少
子

高
齢

化
の

進
行

や
そ

れ
に

伴
い

介
護

人
材

の
確

保
が

難
し

く
な

る
状

況

を
考
え
れ

ば
、
高

齢
者

は
単
に
サ

ー
ビ
ス

の
受

け
手
・
利

用
者

で
は

な
く

、
高

齢
者

が
積
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支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

」
と
「

一
般

介
護

予
防

事
業

」
の

内
容

を
、
介

護
保

険
法

に
基

づ
く

指
針

で
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

示
し

、
市

町
村

の
取

組
を

支
援

す
る

必
要

が
あ

る
。
ま

た
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
は

以
下

の
事

項
等

も
盛

り
込

む
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

・
 

市
町

村
に

よ
る

事
業

で
の

様
々

な
創

意
工

夫
の

例
や

、
認

知
機

能
が

低
下

し
て

い
る

者
に

対
す

る
事

業
な

ど
、

事
業

で
対

応
す

る
際

の
留

意
点

 

・
 

す
べ

て
の

市
町

村
が

要
支

援
者

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

効
率

的
に

行
い

、
総

費
用

額
の

伸
び

を
低

減
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

努
力

す
る

こ
と

 

 ○
 

な
お

、
専

門
職

は
、
今

後
も

増
加

が
見

込
ま

れ
る

要
介

護
者

に
対

す
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
従

事
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
が

、
も

ち
ろ

ん
要

支
援

者
に

対
し

て
も

、
そ

の
状

態
を

踏
ま

え
た

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

で
専

門
職

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
が

必
要

と
判

断
さ

れ

た
者

に
対

し
て

は
そ

れ
に

ふ
さ

わ
し

い
サ

ー
ビ

ス
が

適
切

な
単

価
の

下
に

提
供

さ
れ

る

こ
と

が
適

当
で

あ
り

、
こ

の
点

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

も
盛

り
込

む
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

ま
た

、
こ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
は

、
関

係
者

の
意

見
を

聴
き

つ
つ

、
策

定
さ

れ
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

 ○
 

市
町

村
は

介
護

保
険

事
業

計
画

の
中

で
要

支
援

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

在
り

方
と

そ
の

費
用

に
つ

い
て

明
記

す
る

こ
と

に
な

る
が

、
そ

の
結

果
を

3
年

度
毎

に
検

証
す

る
こ

と
を

新
た

に
介

護
保

険
法

に
法

定
化

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。
要

支
援

者
に

対
す

る
サ

ー

ビ
ス

提
供

に
つ

い
て

、
各

市
町

村
が

計
画

期
間

中
の

取
組

、
費

用
等

の
結

果
に

つ
い

て
検

証
し

、
次

期
計

画
期

間
に

つ
な

げ
て

い
く

枠
組

み
を

新
た

に
構

築
す

る
。

 

 （
市

町
村

の
事

務
負

担
の

軽
減

）
 

○
 

市
町

村
の

事
務

負
担

の
軽

減
に

つ
い

て
は

、
毎

年
度

委
託

契
約

を
締

結
す

る
と

い
っ

た

事
務

を
不

要
等

と
す

る
た

め
事

業
所

を
認

定
等

に
よ

り
特

定
す

る
仕

組
み

を
導

入
す

る

と
と

も
に

、
審

査
・
支

払
い

に
関

し
て

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
を

活
用

す
る

。
ま

た
、

介
護

認
定

の
有

効
期

間
の

延
長

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 （
効

率
的

な
事

業
の

実
施

）
 

○
 

市
町

村
は

、
 

・
 

総
合

事
業

の
移

行
に

よ
り

、
住

民
主

体
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

を
拡

充
す

る
こ

と
 

・
 

機
能

が
強

化
さ

れ
た

新
し

い
総

合
事

業
を

利
用

す
る

こ
と

で
、

支
援

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
が

要
支

援
認

定
を

受
け

な
く

て
も

地
域

で
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

を
図

る
こ

と
 

・
 

リ
ハ

職
等

が
積

極
的

に
関

与
し

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
機

能
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

重
度

化
予

防
を

推
進

す
る

こ
と

 

な
ど

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

効
率

的
に

行
い

、
中

長
期

的
に

は
総

費
用

額
の

伸
び

が
後

期
高

齢
者

数
の

伸
び

程
度

と
な

る
こ

と
を

目
安

に
努

力
す

る
と

と
も

に
、

短
期

的
に

は
生

活
支

援
・

介
護

予
防

の
基

盤
整

備
の

支
援

充
実

に
併

せ
、

よ
り

大
き

な
費

用
の

効
率

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

 ○
 

総
合

事
業

の
実

施
に
よ

り
、
既

存
の

介
護

事
業

者
を

活
用

し
つ

つ
、
住

民
主

体
の

サ
ー

- 1
1 

- 
 

月
か
ら
と

し
、
市

町
村

の
円
滑
な

移
行
期

間
を

考
慮

し
て

、
平

成
2
9
年

4
月

ま
で

に
は

す
べ
て
の

市
町
村

で
実

施
し
、
平

成
2
9
年

度
末

に
は

す
べ

て
事

業
に

移
行

す
る

こ
と

が

適
当
で
あ

る
。

 

 （
新

し
い

総
合

事
業

の
内

容
）
 

○
 
新
し

い
総
合

事
業

の
事
業
構

成
は
、
要

支
援
者
と

介
護

予
防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
対
象
者
（
従
来

の
二

次
予
防
事

業
対
象

者
）
が
利

用
す

る
訪

問
型
・
通

所
型

サ
ー

ビ
ス

等
の
「
介

護
予
防
・
生

活
支
援
サ

ー
ビ
ス

事
業

」
と

、
す

べ
て

の
高

齢
者

が
利

用
す

る
体

操
教
室
等

の
普
及

啓
発

等
を
内
容

と
す
る
「

一
般
介

護
予

防
事

業
」
と

す
る

こ
と

が
適

当

で
あ
る
。

 

 ○
 
新
し

い
総
合

事
業

の
介
護
予

防
・
生
活

支
援
サ
ー

ビ
ス

事
業

に
つ

い
て

は
、
以

下
の

と

お
り
と
す

る
こ
と

が
適

当
で
あ
る

。
 

 
・
 
利
用

手
続
は

要
支
援
認
定

を
受
け

て
地

域
包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
に

基
づ
き

サ
ー

ビ
ス
を
利

用
す
る

こ
と

と
す

る
と

と
も

に
、
総

合
事

業
の

介
護

予
防
・
生
活

支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業

の
利
用

の
み

の
場

合
は

、
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

該

当
で
利
用

可
能
と

す
る

。
 

 

・
 

事
業

費
の
単

価
に

つ
い

て
は

、
サ
ー

ビ
ス

の
内

容
に

応
じ

た
市

町
村

に
よ

る
単

価
設

定
を

可
能

と
す
る

。
訪

問
型

・
通

所
型
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
は

、
現

在
の

訪
問

介
護

、

通
所
介
護
（
予
防

給
付
）
の
報
酬
以

下
の
単

価
を

市
町

村
が

設
定

す
る

仕
組

み
と

す
る

。
 

 ・
 

利
用

料
に
つ

い
て

は
、

地
域

で
多
様

な
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
た

め
、

そ
の

サ
ー

ビ
ス

の
内

容
に
応

じ
た

利
用

料
を

市
町
村

が
設

定
す

る
。

た
だ

し
、

既
存

サ
ー

ビ
ス

に

相
当

す
る

サ
ー
ビ

ス
の

利
用

料
に

つ
い
て

は
、

要
介

護
者

に
対

す
る

介
護

給
付

に
お

け

る
利

用
者

負
担
割

合
等

を
勘

案
し

つ
つ
、

一
定

の
枠

組
み

の
下

、
市

町
村

が
設

定
す

る

仕
組

み
を

検
討
す

る
。

利
用

料
の

下
限
に

つ
い

て
は

要
介

護
者

の
利

用
者

負
担

割
合

を

下
回
ら
な

い
よ
う

な
仕

組
み
と
す

る
。

 

 ・
 

市
町

村
が
事

業
者

へ
委

託
す

る
方
法

に
加

え
、

あ
ら

か
じ

め
事

業
者

を
認

定
等

に
よ

り
特
定
し

、
当
該

市
町

村
の
一
定

の
ル
ー

ル
の

下
、
事

業
者

が
事

業
を

実
施

し
た

場
合

、

事
後
的
に

費
用
の

支
払

い
を
行
う

枠
組
み

を
検

討
す

る
。

 

 ・
 

利
用

者
個
人

の
限

度
額

管
理

を
実
施

し
、

利
用

者
が

給
付

と
事

業
を

併
用

す
る

場
合

に
は
、
給

付
と
事

業
の

総
額
で
管

理
を
行

う
こ

と
を

可
能

と
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
 

 ○
 
一
般

介
護
予

防
事

業
に
つ
い

て
は
、「

１
(
5
)
介
護

予
防

の
推

進
」
の

と
お

り
、
元

気
高

齢
者
と
二

次
予
防

事
業

対
象
者
を

分
け
隔

て
る

こ
と

な
く

、
住

民
運

営
の

通
い

の
場

を
拡

大
さ
せ
て

い
く
よ

う
な

地
域
づ
く

り
等

の
取
組

を
推

進
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

 ○
 
市
町

村
に
よ

る
事

業
の
円
滑

な
実
施

を
推

進
す

る
た

め
、
上

記
の
「

介
護

予
防
・
生

活
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在
宅

サ
ー
ビ

ス
の

見
直

し
 

 ○
 

重
度

の
要

介
護

者
、
単

身
や

夫
婦

の
み

の
高

齢
者

世
帯

、
認

知
症

の
高

齢
者

が
今

後
増

加
し

て
い

く
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、
そ

の
よ

う
な

者
の

在
宅

生
活

を
支

え
、
在

宅
の

限
界

点
を

高
め

る
た

め
に

は
、
訪

問
介

護
、
通

所
介

護
、
訪

問
看

護
等

の
普

及
に

加
え

、
医

療

ニ
ー

ズ
の

あ
る

一
人

暮
ら

し
の

重
度

の
要

介
護

高
齢

者
等

で
も

在
宅

で
生

活
で

き
る

よ

う
に

平
成

2
4
年

度
に

創
設

さ
れ

た
定

期
巡

回
・

随
時

対
応

サ
ー

ビ
ス

や
複

合
型

サ
ー

ビ

ス
と

い
っ

た
新

サ
ー

ビ
ス

や
、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

な
ど

の
更

な
る

普
及

促
進

を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、
こ

れ
ら

を
適

切
に

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 ○
 

在
宅

サ
ー

ビ
ス

に
関
し

て
、

 

①
 

個
々

の
事

業
所

単
位

だ
け

で
は

な
く

、
広

く
事

業
所

間
で

連
携

し
事

業
運

営
で

き
る

仕
組

み
の

構
築

 

 
②

 
地

域
で

不
足

し
て

い
る

看
護

職
員

等
の

人
材

を
柔

軟
に

配
置

で
き

る
よ

う
な

連
携

体
制

の
構

築
 

 
③

 
介

護
事

業
者

が
地

域
に

お
け

る
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
に

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

体
制

の
構

築
 

と
い

う
方

向
で

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

に
お

け
る

人
材

の
確

保
や

包
括

的
な

支
援

体
制

の
整

備
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

 ○
 

各
サ

ー
ビ

ス
の

現
状

と
見

直
し

の
方

向
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。
各

サ
ー

ビ
ス

の
見

直
し

の
中

に
は

、
法

改
正

の
み

な
ら

ず
、
基

準
の

見
直

し
や

介
護

報
酬

の
改

定
で

対
応

す

べ
き

も
の

が
あ

り
、
引

き
続

き
、
社

会
保

障
審

議
会

介
護

給
付

費
分

科
会

で
議

論
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

  （
１

）
定

期
巡

回
・

随
時

対
応

型
訪

問
介

護
看

護
 

○
 

平
成

2
5
年

9
月

末
日
現

在
、
定

期
巡

回
・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

は
、
1
6
6
保

険

者
で

3
3
5
事

業
所

が
指

定
を

受
け

、
4
,
2
6
1
人

が
利

用
し

て
い

る
。

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
は

徐
々

に
は

進
ん

で
い

る
も

の
の

必
ず

し
も

十
分

で
は

な
く

、
更

に
サ

ー
ビ

ス
を

普
及

し
て

い
く

た
め

に
は

、
市

町
村

、
事

業
者

、
介

護
支

援
専

門
員

等
が

、
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
て

い
く

と
と

も
に

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

正
し

く
把

握
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
ま

た
、
看

護
職

員
の

確
保

や
訪

問
看

護
事

業
所

と
の

連
携

が
参

入
の

障
壁

の
一

つ
と

言
わ

れ
て

い
る

。
 

 ○
 

定
期

巡
回
・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

の
普

及
を

図
る

た
め

、
地

方
自

治
体

や
事

業

者
、
介

護
支

援
専

門
員

、
看

護
関

係
者

を
中

心
に

、
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

啓
発

を
行

っ
て

い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
ま

た
、
定

期
巡

回
・
随

時
対

応
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

と
訪

問
看

護

事
業

所
と

の
連

携
の

在
り

方
等

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
な

お
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
と

看
護

サ
ー

ビ
ス

を
一

体
的

に
提

供
か

つ
運

営
が

な
さ

れ
て

い
る

事
業

所
の

設

- 1
3 

- 
 

ビ
ス
の
拡

充
等
を

推
進

す
る
こ
と

で
、
効
率

的
に
事

業
実

施
が

可
能

と
な

る
。
総

合
事

業

の
事
業
費

の
上
限

に
つ

い
て
は
、
円

滑
な
事

業
移
行

が
図

ら
れ

、
保

険
料

負
担

者
の

理
解

と
納
得
感

が
得
ら

れ
る

事
業
実
施

と
な
る

よ
う

、
費

用
の

効
率

化
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
以

下
の
と
お

り
と
す

る
こ

と
が
適
当

で
あ
る

。
 

 
・
 
予

防
給
付

か
ら

事
業
に
移

行
す
る

分
を

賄
え
る

よ
う

設
定

す
る

。
 

 
・
 
当
該

市
町
村

の
予
防
給
付

か
ら
移

行
す

る
訪
問

介
護

、
通

所
介

護
と

予
防

事
業

の
合

計
金
額
を

基
本
に

し
つ

つ
、
当
該
市

町
村
の

後
期

高
齢

者
数

の
伸

び
等

を
勘

案
し

て
設

定
し
た
額

と
す
る

。
 

 
・
 
仮
に

市
町
村

の
事
業
費
が

上
限
を

超
え

る
場
合

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
制

度
施

行
後

の
費
用
の

状
況
等

を
見

極
め
る
必

要
が
あ

る
こ

と
等

を
踏

ま
え

、
個

別
に

判
断

す
る

仕

組
み
な
ど

の
必
要

性
に

つ
い
て
も

検
討
す

る
。

 

 （
部

会
で

の
議

論
）
 

○
 
今
回

の
見
直

し
の

目
的
・
趣

旨
は
、
１

(
1
)
か

ら
(
6
)
ま

で
に

掲
げ

た
と

お
り

、
地

域
支

援
事
業
を

充
実
す

る
と

と
も
に

、
予

防
給
付

の
見
直

し
に

市
町

村
が

中
心

と
な

っ
て

取
り

組
み
、
地
域

の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に

応
え
な

が
ら

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
実

現
す
る
こ

と
に
あ

り
、
以
上
の
と

お
り
、
予
防

給
付

の
見

直
し

全
般

に
つ

い
て

は
、
概

ね

意
見
の
一

致
を
見

た
。

 

 ○
 
た
だ

し
、
市
町

村
の
円
滑
な

事
業
運

営
が

進
む
よ

う
に

国
・
都

道
府

県
は

市
町

村
を

支

援
す
べ
き

、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
サ

ー
ビ
ス

の
質

を
一

定
程

度
担

保
で

き
る

よ
う

な
内

容
を

盛
り
込
む

べ
き

、
急

激
な
高
齢
化

が
進
む

中
で

事
業

者
は

費
用

の
効

率
化

に
努

め
る

べ
き

、

上
限
が
機

能
せ
ず

事
業

の
メ
ニ
ュ

ー
・
費
用

が
か
え

っ
て

増
加

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
実

効
性
を
確

保
す
べ

き
な

ど
の
留
意

事
項
を

挙
げ

る
意

見
が

あ
っ

た
。

 

 
 
ま
た
、
事
業
費

は
前
年
度
実

績
を
上

回
ら

な
い
こ

と
を

原
則

と
す

べ
き

、
現

行
の

地
域

支
援
事
業
・
総
合
事

業
の
財
源
構

成
そ
の

も
の

が
問

題
で

あ
り

市
町

村
の

裁
量

で
実

施
す

る
事
業
に

第
2
号
被

保
険
者
の
保

険
料
を

充
て

る
こ

と
自

体
を

見
直

す
べ

き
な

ど
の

意
見

が
あ
っ
た

一
方
で

、
抑

制
の
み
に

着
目
す

べ
き

で
は

な
く

財
源

を
し

っ
か

り
確

保
す

べ
き

、

削
減
あ
り

き
の
議

論
で

、
サ
ー
ビ

ス
の
質

の
低

下
、
専

門
職

の
意

欲
の

低
下

、
労

働
者

の

処
遇
の
悪

化
、
利
用

者
の
状
態
悪

化
を
招

か
な

い
よ

う
に

す
べ

き
、
財

源
が

厳
し

い
地

方

自
治

体
の

中
に

は
供

給
量

と
質

の
低

下
が

進
ん

で
い

く
と

こ
ろ

が
出

て
く

る
可

能
性

は

否
定
で
き

な
い
な

ど
の

意
見
が
あ

っ
た
。

こ
の

ほ
か

、
N
P
O
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
に

つ
い

て
は

地
域

偏
在

が
あ

る
こ

と
か

ら
す

べ
て

の
市

町
村

で
受

け
皿

の
整

備
が

で
き

る
か

不

安
と
の
意

見
、
要
支

援
の
認
定
率

は
地
域

格
差

が
あ

る
こ

と
か

ら
要

介
護

認
定

を
併

せ
て

見
直
す
必

要
が
あ

る
と

の
意
見
が

あ
っ
た

。
 

 
 

要
支

援
者

に
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
は

な
く

専
門

家
が

予
防

給
付

と
し

て
サ

ー
ビ

ス
を

提
供
す
べ

き
、
市
町

村
の
独
自
事

業
と
す

べ
き

、
要

支
援

1
の

み
を

事
業

に
移

す
べ

き
な

ど
、
見
直

し
に
つ

い
て

異
論
も
あ

っ
た
。
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な
っ

て
い

る
実

情
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
サ

ー
ビ

ス
の

供
給

量
を

確
保

で
き

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。
こ

の
た

め
、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

規
模

拡
大

を
引

き
続

き
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

 ○
 

な
お

、
よ

り
地

域
の
実

情
を

把
握

し
て

い
る

市
町

村
が

、
訪

問
看

護
サ

ー
ビ

ス
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

都
道

府
県

と
協

力
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

現
在

は
都

道
府

県
・

指
定

都
市
・
中

核
市

が
担

っ
て

い
る

訪
問

看
護

事
業

所
の

指
定

に
つ

い
て

、
市

町
村

へ
権

限
移

譲
す

る
こ

と
も

含
め

て
検

討
す

べ
き

と
の

意
見

や
、
看

護
職

員
の

確
保

が
十

分
で

な

い
こ

と
を

踏
ま

え
、
効

率
的

に
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

、
互

い
の

専
門

性
を

考
慮

し

つ
つ

、
看

護
と

介
護

の
連

携
を

よ
り

推
進

す
べ

き
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

 

  （
４

）
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護
 

○
 

平
成

2
5
年

8
月

現
在

、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

の
利

用
者

は
約

7
.
6
万

人
で

あ

る
が

、
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
在

宅
生

活

の
限

界
点

を
高

め
る

た
め

、
今

後
も

サ
ー

ビ
ス

の
更

な
る

普
及

促
進

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 ○
 

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
は

、
平

成
1
8
年

度
の

サ
ー

ビ
ス

創
設

以
降

、
登

録
さ

れ

た
利

用
者

に
対

し
て
「

通
い

」
を

中
心

に
「

訪
問

」
や
「

泊
ま

り
」
を

提
供

す
る

サ
ー

ビ

ス
と

し
て

の
役

割
を

担
っ

て
き

た
が

、「
訪

問
」
の

提
供

が
少

な
く

、「
通

い
」
に

偏
っ

た

サ
ー

ビ
ス

と
な

っ
て

い
る

事
例

も
見

受
け

ら
れ

る
。

 

 ○
 

重
度

の
要

介
護

者
、
単

身
や

夫
婦

の
み

の
高

齢
者

世
帯

、
認

知
症

の
高

齢
者

が
増

加
し

て
い

く
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、「

訪
問

」
を

強
化

す
る

必
要

性
が

高
く

、
さ

ら
に

今
後

は
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

を
担

う
中

核
的

な
サ

ー
ビ

ス
拠

点
の

一
つ

と
し

て
、
地

域
に

対

す
る

役
割

の
拡

大
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 ○
 

具
体

的
に

は
、
事

業
者

の
参

入
を

促
す

と
と

も
に

、
地

域
住

民
に

対
す

る
支

援
を

柔
軟

に
行

う
こ

と
が

可
能

に
な

る
よ

う
、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
の

役
割

を
見

直

す
必

要
が

あ
り

、
以

下
の

点
に

つ
い

て
今

後
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

・
 

こ
れ

ま
で

の
よ

う
に

「
通

い
」

を
中

心
と

し
た

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
加

え
、

在
宅

で
の

生
活

全
般

を
支

援
し
て

い
く

観
点

か
ら

、
「

訪
問

」
の

機
能

を
強

化
す

る
方

策
 

・
 

登
録

さ
れ

た
利

用
者

だ
け

で
な

く
、

地
域

住
民

に
対

す
る

支
援

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
従

事
者

の
兼

務
要

件
の

緩
和

等
 

・
 

看
護

職
員

の
効

率
的

な
活

用
の

観
点

か
ら

、
人

員
配

置
に

つ
い

て
、

他
事

業
所

と
の

連
携

等
の

方
策

 

・
 

事
業

所
に

配
置

さ
れ

て
い

る
介

護
支

援
専

門
員

に
よ

る
要

介
護

認
定

申
請

の
手

続
が

進
む

よ
う

周
知

徹
底

 

・
 

基
準

該
当

短
期

入
所

生
活

介
護

事
業

所
（

指
定

短
期

入
所

生
活

介
護

の
人

員
基

準
等

の
要

件
の

一
部

を
満
た

し
て

い
な

い
事

業
所

）
が

併
設

で
き

る
事

業
所

等
へ

の
小

規
模

- 1
5 

- 
 

置
を
促
進

す
る
方

策
を

検
討
し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

 

  （
２

）
訪

問
介

護
 

○
 
訪
問

介
護
の

サ
ー

ビ
ス
の
質

を
高
め

る
た

め
に

は
、
訪

問
介

護
事

業
所

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
責
任
者

と
介
護

支
援

専
門
員
と

の
連
携

が
重

要
で

あ
り

、
重

要
な

役
割

を
担

う
サ

ー
ビ

ス
提
供
責

任
者
の

積
極

的
な
取
組

が
進

む
よ
う

に
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

 ○
 
ま
た

、
定
期

巡
回

・
随
時
対

応
型
訪

問
介

護
看
護

の
導

入
に

併
せ

て
、

平
成

2
4
年

の

介
護
報
酬

改
定
で

導
入

さ
れ
た
「
2
0
分
未

満
の

身
体

介
護

サ
ー

ビ
ス

」
は

、
１

日
複

数
回

提
供
で
き

る
サ
ー

ビ
ス

の
選
択
肢

と
し
て

、
そ

の
要

件
等

の
在

り
方

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
が
必
要

で
あ
る

。
 

  （
３

）
訪

問
看
護
 

○
 

訪
問

看
護

は
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
根

幹
を

成
す

サ
ー

ビ
ス

の
一

つ
で

あ
り

、

特
に

医
療

ニ
ー

ズ
の

あ
る

中
重

度
の

要
介

護
者

が
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

の
在

宅
生

活
を

継
続

す
る

た
め

の
必

須
の

サ
ー

ビ
ス

で
あ

る
。

近
年

、
利

用
者

数
、

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
と

も
に

増
加

傾
向

に
あ

る
も

の
の

、
将

来
の

サ
ー

ビ
ス

需
要

の
増

大
に

対
し

て
、

そ
の

担
い

手
で

あ
る

訪
問

看
護

職
員

の
確

保
が

十
分

に
な

さ
れ

て
い

な
い

と
い

う
課

題
が

あ
る

。
将

来
に

わ
た

っ
て

、
安

定
的

な
看

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

を
確

保
す

る
た

め
、

そ
の

担
い

手
で
あ
る

訪
問
看

護
職

員
の
確
保

を
推
進

す
る

新
た

な
施

策
の

展
開

が
必

要
で

あ
る

。
 

 ○
 
こ
の

た
め
、
例

え
ば
、
以
下
の

よ
う
な

取
組
を
含

め
た

新
た

な
施

策
を

推
進

す
る

必
要

が
あ
る
。

 

①
 
訪
問

看
護
ス

テ
ー

シ
ョ
ン
に

お
け

る
I
C
T
を

活
用

し
た

情
報

共
有

や
業

務
の

効
率

化

に
よ
る
現

職
訪
問

看
護

職
員
の
定

着
支
援

等
 

②
 
新
卒

看
護
師

等
へ

の
訪
問
看

護
に
関

す
る

普
及

啓
発

 

③
 

訪
問

看
護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

サ
ー
ビ

ス
向

上
に

資
す

る
職

員
研

修
の

充
実

（
地

域
に

お
け

る
困

難
事
例

の
共

有
や

解
決

に
向
け

た
技

術
支

援
、

訪
問

看
護

職
員

の
育

成
の

た

め
の
実
地

研
修
体

制
の

構
築
支
援

）
 

④
 

小
規

模
な
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

の
規

模
拡

大
に

向
け

た
初

期
支

援
や

実
地

研
修

の
実
施
等

の
機
能

を
持

つ
拠
点
と

し
て
の

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
整

備
 

 ○
 
更
に
、
こ
れ
ら

の
取
組
に
お

い
て
は
、
都

道
府
県

が
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

た
訪

問
看

護
サ
ー
ビ

ス
の
確

保
の

た
め
の
施

策
を
策

定
し

、
そ

の
内

容
を

介
護

保
険

事
業

支
援

計
画

や
医
療
計

画
に
盛

り
込

ん
で
い
く

必
要
が

あ
る

。
 

 ○
 
ま
た

、
訪
問
看

護
は
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

の
規

模
が
大

き
く

な
る

ほ
ど

効
率

性
が

向
上

す
る

こ
と
等
で

、
看
護

師
1
人
当
た
り

の
訪
問

件
数

、
在

宅
に

お
け

る
看

取
り

件
数

、
夜

間
・

深
夜
・
早
朝
訪

問
件
数

が
多
く

、
2
4
時

間
対
応

や
連

絡
体

制
の

介
護

報
酬

算
定

率
が

高
く
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こ

れ
ら

の
小

規
模

の
通

所
介

護
に

つ
い

て
は

、
少

人
数

で
生

活
圏

域
に

密
着

し
た

サ
ー

ビ
ス

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
地

域
と

の
連

携
や

運
営

の
透

明
性

を
確

保
す

る
た

め
、
市

町
村

が
指

定
・
監

督
す

る
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

に
位

置
づ

け
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

選
択

肢
の

一
つ

と
し

て
、
事

業
所

の
経

営
の

安
定

性
を

図
る

と
と

も
に

、
柔

軟
な

事
業

運

営
や

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
の

観
点

か
ら

、
人

員
基

準
等

の
要

件
緩

和
を

し
た

上
で

、
通

所
介

護
（

大
規

模
型
・
通

常
規

模
型

）
事

業
所

の
サ

テ
ラ

イ
ト

事
業

所
に

位
置

づ
け

る
こ

と
や

、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

の
普

及
促

進
の

観
点

か
ら

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
の

サ
テ

ラ
イ

ト
事

業
所

に
位

置
づ

け
る

こ
と

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ
ス

に
位

置
づ

け
る

場
合

、
そ

の
施

行
時

期
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
8

年
4
月

ま
で

の
間

と
し

、
条

例
制

定
時

期
は

施
行

日
か

ら
1
年

間
の

経
過

措
置

を
設

け
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、
市

町
村

の
事

務
負

担
を

少
し

で
も

軽
減

す
る

た
め

、
地

域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
指

定
の

際
の

市
町

村
長

に
よ

る
運

営
委

員
会

の
実

施
等

関

係
者

の
意

見
反

映
の

た
め

の
措

置
の

義
務

付
け

を
緩

和
し

て
努

力
義

務
と

す
る

ほ
か

、
移

行
に

際
し

て
の

事
業

所
指

定
の

事
務

、
運

営
推

進
会

議
の

弾
力

化
等

、
事

務
負

担
の

軽
減

を
併

せ
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 ○
 

ま
た

、
通

所
介

護
の
設

備
を

利
用

し
て

法
定

外
の

宿
泊

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

る
場

合
に

つ
い

て
は

、
泊

ま
り

の
環

境
が

十
分

で
な

い
等

の
問

題
点

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、
利

用
者

保
護

の
観

点
か

ら
届

出
、
事

故
報

告
の

仕
組

み
や

情
報

の
公

表
を

行
い

、

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
が

把
握

さ
れ

、
利

用
者

や
介

護
支

援
専

門
員

に
情

報
が

提
供

さ
れ

る
仕

組
み

と
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

 ○
 

な
お

、
通

所
介

護
と
通

所
リ

ハ
ビ

リ
は

、
高

齢
者

の
自

立
支

援
を

目
的

と
し

て
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

機
能

が
期

待
さ

れ
て

お
り

、
両

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
整

合
性

が
と

れ
た

見
直

し
に

向
け

た
検

討
が

必
要

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
 

  （
７

）
福

祉
用

具
 

○
 

高
齢

者
の

自
立

支
援

を
図

る
た

め
に

は
、
自

ら
の

身
体

能
力

等
を

最
大

限
に

活
用

で
き

る
よ

う
生

活
環

境
の

観
点

か
ら

支
援

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
要

介
護

者
・
要

支
援

者

が
増

加
す

る
中

、
福

祉
用

具
の

役
割

は
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

 

 ○
 

自
立

支
援

に
よ

り
資

す
る

福
祉

用
具

の
利

用
を

図
る

観
点

か
ら

、
福

祉
用

具
専

門
相

談

員
の

指
定

講
習

内
容

の
見

直
し

を
踏

ま
え

、
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
要

件
を

、
福

祉
用

具
に

関
す

る
知

識
を

有
し

て
い

る
国

家
資

格
保

有
者

及
び

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
指

定

講
習

修
了

者
と

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
そ

の
際

、
現

に
従

事
し

て
い

る
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

に
つ

い
て

は
、
福

祉
用

具
サ

ー
ビ

ス
計

画
に

関
す

る
知

識
も

含
め

、
常

に
福

祉

用
具

貸
与
（

販
売

）
に

関
す

る
必

要
な

知
識

の
修

得
及

び
能

力
の

向
上

に
努

め
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

と
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

ま
た

、
更

な
る

専
門

性
向

上
等

の
観

点
か

ら
、

福
祉

用
具

貸
与

事
業

所
に

配
置

さ
れ

て
い

る
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
一

部
に

つ
い

て
、
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多
機

能
型

居
宅
介

護
事

業
所

の
追

加
と
、

専
用

の
居

室
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

設
備

基

準
の
緩
和

 

  （
５

）
複

合
型

サ
ー

ビ
ス

 

○
 
複
合

型
サ
ー

ビ
ス

は
、
医
療
ニ

ー
ズ
の

高
い
中

重
度

の
要

介
護

者
が

地
域

で
の

生
活

を

継
続
で
き

る
た
め

の
支

援
の
充
実

を
図
る

目
的

で
平

成
2
4
年

度
に

創
設

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
具

体
的

に
は

「
通

い
」
「

泊
ま

り
」
「

訪
問

看
護

」
「

訪
問

介
護

」
と

い
っ

た
複

数

の
サ
ー
ビ

ス
利
用

を
組

み
合
わ
せ

る
こ
と

に
よ

っ
て

、
退

院
直

後
の

在
宅

生
活

へ
の

ス
ム

ー
ズ
な
移

行
や
家

族
の

介
護
負
担

の
軽
減

を
図

る
と

と
も

に
、
不

安
が

強
い

看
取

り
期

等

に
お
い
て

も
在
宅

生
活

の
継
続
に

向
け
た

後
方

支
援

と
な

り
得

る
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

。
 

 ○
 
サ
ー

ビ
ス
参

入
事

業
所
か
ら

み
た
複

合
型

サ
ー

ビ
ス

開
始

後
の

効
果

と
し

て
は

、
看

護

職
が

事
業

所
内

に
い

る
こ

と
で

医
療

ニ
ー

ズ
の

高
い

利
用

者
に

対
し

て
も

看
護

が
提

供

で
き
、
介
護

職
員
と

の
連
携
が
促

進
さ
れ

た
こ

と
等

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

が
、
医

療
ニ

ー

ズ
を

有
す

る
在

宅
利

用
者

を
訪

問
看

護
サ

ー
ビ

ス
で

支
援

す
る

上
で

、
「

通
い

」
や

「
泊

ま
り
」
を
組

み
合
わ

せ
る
こ
と
が
、
必
ず
し

も
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

な
い

と
い

っ
た

課

題
が
あ
る

。
ま
た
、
複

合
型
サ
ー

ビ
ス
へ

の
参

入
理

由
は
「

従
来

か
ら

医
療

ニ
ー

ズ
の

高

い
利
用
者

が
増
加

し
て

い
た
た
め
」
が
最
も

多
く

、
参

入
時

に
困

難
で

あ
っ

た
こ

と
は
「

看

護
職
員
の

新
規
確

保
」

が
最
も
多

く
な
っ

て
い

る
。

 

 ○
 
平

成
2
5
年

1
0
月

末
日
現
在

、
複
合

型
サ

ー
ビ
ス

は
、

7
8
保

険
者

で
9
0
事

業
所

が
指

定
を
受
け

、
1
,
4
3
2
人

が
利
用
し

て
い
る

が
、

地
方

自
治

体
に

お
い

て
複

合
型

サ
ー

ビ
ス

の
制
度
、
参

入
メ
リ

ッ
ト
等
が
十

分
に
理

解
さ

れ
て

い
な

い
現

状
も

あ
る

た
め

、
更

な
る

普
及
啓
発

を
図
る

必
要

が
あ
る
。
同

時
に
、
複

合
型

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
求

め
ら

れ
て

い
る

医
療
ニ
ー

ズ
へ
の

対
応

の
更
な
る

充
実
に

向
け

て
、
医

療
機

関
と

の
連

携
の

強
化

や
、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

登
録

定
員

の
柔

軟
な

運
用

等
も

含
め

た
検

討
を

行
っ

て
い

く

必
要
が
あ

る
。

 

  （
６

）
通

所
介

護
 

○
 
通
所

介
護
に

つ
い

て
は
、
事
業

内
容
の

自
由
度
が

高
く

、
介

護
や

機
能

訓
練

に
重

点
を

置
い
た
も

の
と
レ

ス
パ

イ
ト
中
心

の
も
の

が
あ

り
、
ま

た
、
事

業
所

の
規

模
や

サ
ー

ビ
ス

提
供
時
間

の
長
さ

も
異

な
る
な
ど
、
様
々
な

サ
ー
ビ

ス
提

供
の

実
態

が
あ

る
。
特

に
小

規

模
の
事
業

所
に
つ

い
て

は
、
介
護
報

酬
単
価

が
高
く

設
定

さ
れ

て
お

り
、
実

際
に

参
入

事

業
所
数
も
、
小
規
模

事
業
所
の
増

加
が
顕

著
な

状
況

に
あ

る
。
こ

の
よ

う
な

実
態

を
踏

ま

え
、
そ
の

機
能
に

着
目

し
た
上
で

、
通
所

介
護

の
事

業
内

容
を

類
型

化
し

、
そ

れ
に

応
じ

て
介
護
報

酬
に
メ

リ
ハ

リ
を
つ
け

る
こ
と

を
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
ま

た
、
効

果
的
・
効
率

的
な
事

業
展
開
を
促

進
す
る

観
点

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
実

態
を

踏
ま

え
た

上
で
、
人

員
基
準

の
緩

和
を
検
討

す
る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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お
、
権

限
移

譲
に

関
し

て
は

、
公

平
中

立
の

観
点

か
ら

都
道

府
県

の
適

切
な

関
与

が
必

要

で
あ

り
、

引
き

続
き

検
討

が
必

要
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

 

 ○
 

ま
た

、
介

護
支

援
専

門
員

実
務

研
修

受
講

試
験

の
受

講
要

件
の

見
直

し
、
介

護
支

援
専

門
員

の
研

修
制

度
の

見
直

し
な

ど
、
介

護
支

援
専

門
員

の
資

質
向

上
を

図
り

、
ケ

ア
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

の
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
さ

ら
に

、
介

護
支

援
専

門
員

の
資

質
向

上
に

当
た

っ
て

は
、
専

門
職

で
あ

る
介

護
支

援
専

門
員

自
ら

が
取

り

組
む

と
と

も
に

、
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
果

た
す

役
割

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
主

任
介

護
支

援
専

門
員

に
更

新
制

を
導

入
す

る
な

ど
、
主

任
介

護
支

援
専

門
員

に
つ

い
て

も
資

質

向
上

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 ○
 

福
祉

用
具

の
貸

与
の

み
を

行
う

よ
う

な
簡

素
な

ケ
ア

プ
ラ

ン
に

つ
い

て
は

、
介

護
支

援

専
門

員
に

よ
る

月
々

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

在
り

方
を

見
直

す
こ

と
を

検
討

す
る

必
要

が

あ
る

。
な

お
、
こ

の
点

に
関

し
、
状

態
変

化
な

ど
リ

ス
ク

の
あ

る
ケ

ー
ス

な
ど

も
あ

る
こ

と
か

ら
、
そ

の
見

直
し

に
当

た
っ

て
は

こ
の

点
に

留
意

し
て

検
討

し
て

い
く

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

 

   ４
．

施
設

サ
ー

ビ
ス
等

の
見

直
し
 

 （
１

）
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム
 

○
 

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
（

以
下

「
特

養
」

と
い

う
。
）

に
つ

い
て

は
、

特
養

入
所

者
に

占
め

る
要

介
護

3
以

上
の

割
合

は
、
年

々
上

昇
し

、
平

成
2
3
 
年

で
は

約
8
8
％

と
な

っ
て

お
り

、
入

所
者

の
平

均
要

介
護

度
も

年
々

上
昇

し
て

い
る

。
在

宅
で

要
介

護
4
・

5
の

特

養
の

入
所

申
込

者
は

、
平

成
2
1
年

の
調

査
で

は
約

6
.
7
万

人
と

な
っ

て
お

り
、

重
度

の

要
介

護
者

の
入

所
ニ

ー
ズ

に
ど

の
よ

う
に

応
え

て
い

く
か

が
大

き
な

課
題

と
な

っ
て

い

る
。

 

 ○
 

重
度

の
要

介
護

状
態
で

、
特

養
へ

の
入

所
を

希
望

し
な

が
ら

、
在

宅
で

の
生

活
を

余
儀

な
く

さ
れ

て
い

る
高

齢
者

が
数

多
く

存
在

し
て

い
る

こ
と

等
を

踏
ま

え
る

と
、
特

養
に

つ

い
て

は
、
在

宅
で

の
生

活
が

困
難

な
中

重
度

の
要

介
護

者
を

支
え

る
施

設
と

し
て

の
機

能

に
重

点
化

す
べ

き
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
、
特

養
へ

の
入

所
を

要
介

護
3
以

上
に

限
定

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

 ○
 

他
方

、
要

介
護

1
・
2
の

要
介

護
者

で
あ

っ
て

も
、

や
む

を
得

な
い

事
情

に
よ

り
、

特

養
以

外
で

の
生

活
が

著
し

く
困

難
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
市

町
村

の
適

切
な

関
与

の
下

、
施

設
ご

と
に

設
置

し
て

い
る

入
所

検
討

委
員

会
を

経
て

、
特

例
的

に
、
特

養

へ
の

入
所

を
認

め
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

 ○
 

ま
た

、
制

度
見

直
し

に
伴

い
、
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よ
り

専
門

的
知

識
及

び
経

験
を

有
す

る
者

の
配

置
を

促
進

し
て

い
く

こ
と

に
つ

い
て

検

討
す
る
必

要
が
あ

る
。

 

 ○
 
複
数

の
福
祉

用
具

を
貸
与
す

る
場
合

に
お

い
て
、
効

率
化
・
適

正
化

の
観

点
か

ら
、
都

道
府
県
等

に
届
け

出
て

い
る
福
祉

用
具
の

価
格
（
利

用
料

）
か

ら
の

減
額

を
認

め
る

こ
と

を
検
討
す

る
必
要

が
あ

る
。
ま
た
、
利
用
者

に
適
し

た
福

祉
用

具
の

選
択

の
た

め
の

情
報

提
供
の
一

環
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上

に
お

い
て

福
祉

用
具

の
価

格
情

報
の

公
開

の
取

組
を
進
め

る
こ
と

が
適

当
で
あ
る

。
 

  （
８

）
住

宅
改

修
 

○
 
「

住
宅

改
修

を
行

う
事
業
者

に
対
す

る
指

導
が
難

し
い

」
、「

事
業

者
に

よ
り

技
術
・
施

工
水
準
の

バ
ラ
ツ

キ
が

大
き
い
」
と

い
う
実

態
を
踏

ま
え

、
住

宅
改

修
の

質
を

確
保

す
る

観
点
か
ら
、
市
町
村

が
、
あ
ら
か
じ

め
事
業

者
の
登

録
を

行
っ

た
上

で
住

宅
改

修
費

を
支

給
す
る
仕

組
み
を

導
入

で
き
る
よ

う
に
す

る
必

要
が

あ
る

。
な

お
、
住

宅
改

修
の

専
門

家

の
育
成
と

活
用
に

つ
い

て
推
進
が

必
要
で

あ
る

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
 

  （
９

）
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

居
宅

介
護

支
援
 

○
 
ケ
ア

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
に
つ
い

て
は

、
介

護
保
険
部

会
等

に
お

い
て

様
々

な
課

題
が

指
摘

さ
れ

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

担
う

介
護

支
援

専
門

員
に

つ
い

て
、
「

介
護

支
援

専
門

員

（
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

）
の

資
質

向
上

と
今

後
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
会

」
を

開
催

し
、

平
成

2
5
年

1
月

に
中

間
的
な
整

理
が
ま

と
め

ら
れ

た
。

 

 ○
 
検
討

会
で
は
、
自

立
支
援
に

資
す
る

ケ
ア

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
包
括
ケ

ア
シ
ス

テ
ム

を
構
築
し

て
い
く

中
で

、
多

職
種

協
働

や
医

療
と

の
連

携
を

推
進

し
て
い
く

た
め
、
①

介
護
支
援
専

門
員
自

身
の

資
質

向
上

、
②

自
立

支
援

に
資

す
る

ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に

向
け

た
環
境
整

備
、
と
い

う
視
点

で
対

応
の

方
向

性
が

ま
と

め
ら

れ
た

と
こ
ろ
で

あ
り

、
提

言
さ
れ
た
項

目
ご
と

に
具

体
化

に
向

け
て

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る
。

 

 ○
 
具
体

的
に
は

、
現

在
、
居
宅

介
護
支

援
事

業
者
の

指
定

は
、

都
道

府
県

・
指

定
都

市
・

中
核
市
が

行
っ
て

い
る

が
、
高
齢
者

が
住
み

慣
れ
た

地
域

で
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
め

る
よ
う
に

す
る
た

め
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
と

も
に

、
高

齢
者

の
自

立
支

援
に
資
す

る
ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

が
必
要

と
な

っ
て

く
る

こ
と

か
ら

、
地

域
で

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
役

割
を

担
っ

て
い

る
介

護
支

援
専

門
員

の
育

成
や

支
援

な
ど

に
市

町
村

が

積
極
的
に

関
わ
っ

て
い

く
よ
う
、
保

険
者
機

能
の
強

化
と

い
う

観
点

か
ら

、
居

宅
介

護
支

援
事
業
者

の
指
定

権
限

を
市
町
村

に
移
譲

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
こ

の
際

、
施

行
時

期
に
つ
い

て
は
、

平
成

3
0
年

4
月

と
し
、

条
例

制
定

時
期

は
施

行
日

か
ら

1
年

間
の

経

過
措
置
を

設
け
る

と
と

も
に
、
市
町

村
の
事

務
負
担

の
軽

減
等

の
た

め
に

、
事

業
所

の
指

定
事
務
の

確
認
事

務
の

委
託
を
推

進
す
る

な
ど

、
必

要
な

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
な
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   （

２
）

介
護

老
人

保
健

施
設

・
介

護
療

養
型

医
療

施
設
 

○
 

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

、
介

護
老

人
保

健
施

設
の

在

宅
復

帰
支

援
機

能
・
在

宅
療

養
支

援
機

能
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
、
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 

例
え

ば
、
在

宅
復

帰
を

円
滑

に
進

め
て

い
る

介
護

老
人

保
健

施
設

の
特

徴
と

し
て

、
退

所
後

に
必

要
と

な
る

訪
問

系
サ

ー
ビ

ス
を

施
設

自
ら

提
供

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

指

摘
さ

れ
て

お
り

、
在

宅
復

帰
者

の
在

宅
療

養
継

続
を

更
に

支
援

す
る

た
め

に
、
よ

り
多

く

の
介

護
老

人
保

健
施

設
が

、
入

所
時

か
ら

在
宅

療
養

ま
で

必
要

な
支

援
を

一
体

的
に

実
施

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 ○
 

具
体

的
に

は
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

推
進

の
た

め
、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専

門
職

や
看

護
職

員
な

ど
の

専
門

性
を

地
域

に
還

元
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、
医

療
専

門

職
が

多
く

勤
務

す
る

介
護

老
人

保
健

施
設

の
ノ

ウ
ハ

ウ
等

を
地

域
に

還
元

す
る

取
組

を

積
極

的
に

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 ○
 

ま
た

、
介

護
老

人
保

健
施

設
を

運
営

す
る

医
療

法
人

等
が

積
極

的
に

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
や

訪
問

介
護

事
業

所
等

も
設

置
し

運
営

す
る

こ
と

に
よ

り
、
介

護
老

人
保

健
施

設
を

退
所

し
た

利
用

者
が

、
地

域
で

継
続

し
て

ケ

ア
を

受
け

ら
れ

る
こ

と
を

推
進

す
る

こ
と

等
も

考
え

ら
れ

る
。

 

 ○
 

さ
ら

に
、
介

護
老

人
保

健
施

設
を

退
所

し
た

が
、
短

期
間

で
元

の
施

設
に

戻
る

ケ
ー

ス

が
一

定
程

度
存

在
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、
そ

の
実

態
を

更
に

把
握

す
る

と
と

も
に

、
適

切

な
ケ

ア
を

効
率

的
に

提
供

す
る

観
点

か
ら

、
今

後
ど

の
よ

う
な

対
応

が
必

要
と

さ
れ

る
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 ○
 

介
護

療
養

型
医

療
施

設
に

つ
い

て
は

、
日

常
的

な
医

療
的

ケ
ア

を
要

す
る

要
介

護
高

齢

者
の

長
期

療
養

を
担

っ
て

お
り

、
看

取
り

や
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

の
実

施
も

相
対

的
に

多
い

。

ま
た

、
介

護
老

人
保

健
施

設
の

一
部

も
同

様
の

機
能

を
有

し
て

い
る

。
両

施
設

が
果

た
し

て
い

る
こ

れ
ら

の
機

能
の

今
後

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。
 

 ○
 

な
お

、
介

護
療

養
型

医
療

施
設

の
廃

止
方

針
に

つ
い

て
は

、
医

療
費

適
正

化
計

画
を

よ

り
実

効
あ

る
も

の
と

す
る

こ
と

を
含

め
、
介

護
老

人
保

健
施

設
等

へ
の

転
換

を
着

実
に

進

め
、

計
画

的
に

平
成

2
9
年

度
末

へ
の

廃
止

に
向

け
た

対
応

を
取

る
べ

き
と

の
意

見
が

あ

っ
た

一
方

で
、
医

療
ニ

ー
ズ

を
伴

う
要

介
護

高
齢

者
の

増
加

等
か

ら
廃

止
時

期
を

延
期

す

べ
き

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
 

  （
３

）
高

齢
者

向
け

住
ま

い
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①
 
既
入

所
者
に

つ
い

て
は
、
現
在
、
要
介

護
1・

2
の

要
介

護
状

態
で

入
所

し
て

い
る

場

合
の

み
な

ら
ず
、

中
重

度
の

要
介

護
状
態

で
あ

っ
た

者
が

、
制

度
見

直
し

後
に

、
要

介

護
1・

2
に

改
善
し

た
場

合
で
あ
っ

て
も
、
引

き
続

き
、
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

給
付

対
象

と

し
て
継
続

入
所
を

可
能

と
す
る
経

過
措
置

を
置

く
と

と
も

に
、

 

②
 
制
度

見
直
し

後
、

要
介
護

3
以
上

で
新
規

に
特

養
に

入
所

し
た

者
が

、
入

所
後

、
要

介
護
度
が

要
介
護

1・
2
に
改
善
し

た
場
合

に
つ

い
て

も
、
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
り

、

特
養

以
外

で
の
生

活
が

著
し

く
困

難
で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
に

は
、

引
き

続
き

、

特
例
的
に

、
継
続

入
所

を
認
め
る

 

こ
と
が
適

当
で
あ

る
。

 

 

○
 
そ
の

際
、
特

例
の

要
件
に
つ

い
て
、
入
所

判
定

の
公

平
性

を
確

保
す

る
た

め
、
各

市
町

村
で
判
断

基
準
に

大
き

な
差
異
が

出
な
い

よ
う

、
国

は
指

針
等

で
具

体
的

な
要

件
を

示
す

と
と
も
に

、
地
域
で

の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の

提
供

体
制

の
構

築
を

阻
害

す
る

よ
う

な
要

件
設

定
と
な
ら

な
い
よ

う
留

意
す
べ
き

で
あ
る

。
 

 ○
 
一
方

で
、
特
養

の
重
点
化
を

推
進
す

る
観

点
か

ら
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
目
指
し
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
充

実
や
、
要

介
護

高
齢

者
の

地
域

生
活

の
基

盤
で

あ
る

住

ま
い
の
確

保
に
向

け
た

取
組
を
進

め
て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 
併
せ

て
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム

の
構

築
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

、
特

養
の

有
す

る

資
源
や
ノ

ウ
ハ
ウ

を
地

域
の
中
で

有
効
活

用
し

、
入

所
者

に
対

し
て

の
み

な
ら

ず
、
在

宅

で
暮
ら
す

重
度
の

要
介

護
者
等
に

対
し
て

も
、
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

等
の

在
宅

サ

ー
ビ
ス
や

生
活
支

援
サ

ー
ビ
ス
等

の
取
組

を
促

進
さ

せ
、
特

養
を

地
域

に
お

け
る

サ
ー

ビ

ス
の
拠
点

と
し
て

活
用

す
る
方
策

に
つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 
さ
ら

に
、
特

養
の

重
点
化
に

伴
い
、
今
後

、
特

養
に

お
い

て
は

、
医

療
ニ

ー
ズ

の
高

い

入
所
者
へ

の
対
応

と
と

も
に
、
施

設
内
で

の
「

看
取

り
」
対

応
が

課
題

と
な

る
。
看

取
り

体
制
を
一

層
強
化

し
て

い
く
た
め
、
特
に

夜
間
・
緊

急
時

の
看

護
体

制
等

、「
終

の
棲

家
」

の
役

割
を

担
う

た
め

の
機

能
や

体
制

等
の

医
療

提
供

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

必

要
が
あ
る

。
 

 ○
 
以
上

の
と
お

り
、
特
養
の
中

重
度
者

へ
の

重
点

化
に

つ
い

て
は

、
概

ね
意

見
の

一
致

を

見
た
が

、
要

介
護
認

定
の
結
果
に

一
部
地

域
間

格
差

が
見

ら
れ

る
こ

と
等

か
ら

特
養

へ
の

入
所
は
要

介
護

2
以
上

に
限
定
す

べ
き
と

の
意

見
や

、
要

介
護

1
･
2
の

受
給

権
・
サ

ー
ビ

ス
を
選
ぶ

権
利
・
選

択
権
を
取
り

上
げ
る

べ
き

で
は

な
い

と
い

っ
た

意
見

も
一

部
に

あ
っ

た
。

 

 ○
 
こ
の

ほ
か
、
特

養
に
つ
い
て

は
、
過
去

に
作
ら

れ
た

多
床

室
が

数
多

く
存

在
し

て
お

り
、

現
在

も
一

定
数

の
地

方
自

治
体

が
本

人
負

担
へ

の
配

慮
な

ど
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

条

例
で
多
床

室
の
整

備
を

認
め
て
い

る
と
い

う
実

態
が

あ
る

が
、
高

齢
者

の
尊

厳
を

保
持

す

る
観
点
か

ら
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の

保
護
に

配
慮

し
た

多
床

室
が

必
要

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
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の
大

半
が

住
所

地
特

例
の

対
象

外
と

な
っ

て
い

る
。

 

 ○
 

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
が

多
く

立
地

す
る

保
険

者
の

保
険

料
負

担
を

考
慮

し
、
そ

の
他

の
有

料
老

人
ホ

ー
ム

と
の

均
衡

を
踏

ま
え

る
と

、
有

料
老

人
ホ

ー
ム

に
該

当

す
る

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
に

つ
い

て
も

、
住

所
地

特
例

の
対

象
と

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 ○
 

ま
た

、
従

来
の

住
所

地
特

例
で

は
、
住

宅
型

有
料

老
人

ホ
ー

ム
の

よ
う

に
外

部
の

サ
ー

ビ
ス

等
を

利
用

し
よ

う
と

す
る

場
合

に
、
入

居
者

が
住

所
地

の
市

町
村

の
指

定
し

た
地

域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
や

地
域

支
援

事
業

を
事

実
上

使
え

な
い

と
い

う
課

題
が

あ
っ

た
。
サ

ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
に

つ
い

て
も

同
様

の
課

題
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と

か
ら

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

考
え

方
に

沿
っ

て
、
住

所
地

特
例

対
象

者
に

つ

い
て

は
、
住

所
地

市
町

村
の

指
定

を
受

け
た

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
や

住
所

地
市

町
村

の

地
域

支
援

事
業

を
利

用
で

き
る

こ
と

と
し

、
そ

の
費

用
に

つ
い

て
も

事
務

負
担

に
配

慮
し

つ
つ

市
町

村
間

で
調

整
で

き
る

よ
う

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
な

お
、
医

療
保

険
制

度
に

お

い
て

も
同

様
に

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
に

つ
い

て
住

所
地

特
例

を
適

用
す

る

こ
と

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

   ５
．

介
護

人
材
の

確
保
 

 ○
 

介
護

人
材

は
、

2
0
2
5
(
平

成
3
7
)
年

度
に

は
2
3
7
～

2
4
9
万

人
が

必
要

と
推

計
さ

れ
て

お

り
、

現
在

の
1
4
9
万

人
か

ら
毎

年
6
.
8
～

7
.
7
万

人
の

人
材

を
確

保
し

て
い

く
必

要
が

あ

る
。

 

 ○
 

そ
の

た
め

に
は

、
学

卒
就

職
者

や
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
、
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
な

ど
を

通
じ

て
新

た
に

入
職

し
て

く
る

者
を

確
保
・
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

、
離

職
し

て
他

産
業

へ
流

出
し

て
い

く
者

が
流

出
せ

ず
介

護
分

野
に

定
着

す
る

よ
う

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ

る
。

 

 ○
 

介
護

人
材

の
確

保
に

当
た

っ
て

は
、
事

業
者

の
意

識
改

革
や

自
主

的
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
と

も
に

、
人

材
の

新
規

参
入

の
促

進
と

定
着

を
図

る
取

組
が

必
要

で
あ

り
、
他

の
産

業
に

比
べ

て
離

職
率

が
高

い
こ

と
や

平
均

賃
金

が
低

い
こ

と
な

ど
の

課

題
を

踏
ま

え
、

 

①
 

介
護

業
界

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

や
学

童
期

か
ら

の
介

護
に

つ
い

て
の

教
育

、
介

護
職

員
の

専
門

性
に

対
す
る

社
会

的
認

知
度

の
ア

ッ
プ

等
社

会
的

評
価

の
向

上
の

推
進

、
多

様
な

人
材

が
就

労
で
き

る
よ

う
な

裾
野

を
広

げ
る

取
組

な
ど

の
参

入
の

促
進

 

②
 

研
修

の
受

講
支

援
や

法
人

の
枠

を
超

え
た

人
事

交
流

の
推

進
な

ど
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
を

促
す

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
確

立
 

③
 

介
護

職
員

の
負

担
軽

減
の

た
め

の
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

促
進

・
福

祉
用

具
の

活
用
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単
身

や
夫
婦

の
み

の
高
齢
者

世
帯

が
増
加

し
、
高

齢
者

の
ニ

ー
ズ

が
介

護
も

含
め

て
多

様
化
す
る

中
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム

の
構

築
に

向
け

、
地

域
生

活
の

最
も

基
本

的
な

基
盤
で
あ

る
高
齢

者
の

住
ま
い
の

確
保
は

、
ま

す
ま

す
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

 

 ○
 
多
様

な
高
齢

者
向

け
住
ま
い

が
整
備

さ
れ

て
い
く

中
で

、
そ

の
選

択
肢

の
一

つ
で

あ
る

「
有

料
老

人
ホ

ー
ム

」
や

「
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

」
に

つ
い

て
は

、
近

年
、

そ
の
数
が

大
幅
に

増
加

し
て
い
る

が
、
契
約

や
サ
ー

ビ
ス

の
利

用
な

ど
に

際
し

て
入

居
者

が
不
利
益

を
被
る

こ
と

の
な
い
よ

う
、
適
正

な
運
用

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
こ

の

点
、
特
に

サ
ー
ビ

ス
の

利
用
に
つ

い
て

、
地
方

自
治

体
は

、
過

剰
な

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
質

の
低
い
生

活
支
援

サ
ー

ビ
ス
が
提

供
さ
れ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
事

業
者

に
対

し
て

適
切

な
指
導
・
監
督
を

行
っ

て
い
く
必

要
が
あ

る
。
な
お

、
有

料
老

人
ホ

ー
ム

に
該

当
す

る
サ

ー
ビ
ス
付

き
高
齢

者
向

け
住
宅
に

対
し
て

は
、
老
人

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
入

居
者

の
保

護
を

図
る

た
め

の
改

善
命

令
な

ど
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

こ
と

に
つ

い
て

も
広

く

周
知
す
る

必
要
が

あ
る

。
 

 ○
 
ま
た
、
入
居
希

望
者
が
、
自
ら

の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ

ル
や

将
来

も
含

め
た

介
護

ニ
ー

ズ
に

見
合
っ
た

住
ま
い

と
し

て
適
切
に

選
択
で

き
る

よ
う

、
入

居
す

る
こ

と
で

ど
の

よ
う

な
医

療
・
介

護
サ
ー
ビ

ス
（

外
部
サ
ー

ビ
ス
を

含
む

）
が

受
け

ら
れ

る
か

等
に

つ
い

て
の

情
報

提
供
体
制

の
充
実

を
図

る
こ
と
が

必
要
で

あ
る

。
 

 ○
 
な
お
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢

者
向
け

住
宅

に
つ
い

て
は

、
入

居
者

に
対

し
て

提
供

す
る

医
療
・
介

護
サ
ー

ビ
ス
（
外
部
サ

ー
ビ
ス

を
含

む
）
等

に
つ

い
て

、
事

業
者

自
ら

が
自

己

評
価
を
公

表
す
る

仕
組

み
を
構
築

す
べ
き

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
 

 ○
 
経
済

上
の
理

由
等

で
高
齢
者

が
入
所

す
る
「
養

護
老

人
ホ

ー
ム

」
や
「

軽
費

老
人

ホ
ー

ム
」
に
つ
い

て
は
、
低

所
得
高
齢

者
や
介

護
保

険
制

度
等

で
は

対
応

が
難

し
い

処
遇

困
難

な
高
齢
者

の
生
活

を
支

え
る
機
能

を
一
層

発
揮

で
き

る
よ

う
、
居

住
環

境
の

改
善

を
図

る

と
と
も
に
、
生
活
支

援
に
関
す
る

高
齢
者

の
ニ

ー
ズ

に
適

切
に

応
え

る
た

め
、
当

該
施

設

の
新
た
な

役
割
や

在
り

方
に
つ
い

て
検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 ○
 
さ
ら

に
、
低

所
得
・
低
資
産

の
高
齢

者
が

地
域
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

よ
う

、
低

廉
な

家
賃
の
住

ま
い
が

確
保

さ
れ

、
見
守

り
等
の

生
活
支

援
サ

ー
ビ

ス
等

が
提

供
さ

れ
る

環
境

を
整
備
す

る
た
め

の
取

組
を
行
う

必
要
が

あ
る

。
ま

た
、
こ

う
し

た
低

廉
な

家
賃

の
住

ま

い
の
場
と

し
て

、
全

国
で
増
加
傾

向
に
あ

る
空

家
等

の
既

存
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
必

要
が
あ
る

。
 

 ○
 
有
料

老
人
ホ

ー
ム

な
ど
の
特

定
施
設

は
、
特
養

等
と

同
じ

く
、
現

在
、
住

所
地

特
例

の

対
象
と
な

っ
て
お

り
、
入
所
前
の

住
所
地

の
保

険
者

が
引

き
続

き
保

険
者

と
な

っ
て

い
る

が
、

例
外

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
の

う
ち

「
賃

貸
借

方
式

の
も

の
」

で
か
つ
「

特
定
施

設
入

居
者
生
活

介
護
を

提
供

し
て

い
な

い
も

の
」
は

、
特

定
施

設
に

該

当
し
て
も
、
住
所
地

特
例
の
対
象

外
と
な

っ
て

お
り

、
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅
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取

組
に

当
た

っ
て

、
介

護
保

険
事

業
支

援
計

画
の

基
と

な
る

国
の

基
本

指
針

と
、
「

福

祉
人

材
確

保
指

針
」・
「

介
護

雇
用

管
理

改
善

等
計

画
」
と

の
連

携
が

重
要

で
あ

り
、
国

に

お
い

て
は

、
関

係
部

局
が

連
携

し
な

が
ら

、
必

要
な

見
直

し
を

検
討

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
ま

た
、
こ

れ
ら

の
見

直
し

を
踏

ま
え

、
都

道
府

県
は

介
護

保
険

事
業

支
援

計
画

を

策
定

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 ○
 

な
お

、
都

道
府

県
が
策

定
す

る
介

護
保

険
事

業
支

援
計

画
に

関
し

て
、
生

活
支

援
サ

ー

ビ
ス

を
担

う
人

材
の

必
要

量
も

記
載

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
の

意
見

が
あ

っ

た
。

 

   ６
．

介
護

サ
ー
ビ

ス
情

報
公

表
制
度

の
見
直

し
 

 ○
 

情
報

公
表

制
度

は
平
成

1
8
年

度
か

ら
制

度
化

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

が
、

介
護

サ
ー

ビ

ス
の

利
用

者
や

そ
の

家
族

等
が

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
や

施
設

を
比

較
・
検

討
し

て
適

切

に
選

択
す

る
た

め
の

情
報

を
都

道
府

県
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

で
提

供
す

る
仕

組
み

と

し
て

、
現

在
、

全
国

約
1
7
万

か
所

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
情

報
が

公
表

さ
れ

て
い

る
。

 

 ○
 

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

の
観

点
か

ら
考

え
る

と
、
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
の

生
活

を
継

続
す

る
た

め
に

有
益

な
情

報
で

あ
る

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
配

食

や
見

守
り

等
の

生
活

支
援

の
情

報
に

つ
い

て
は

、
現

在
の

公
表

制
度

で
は

情
報

を
入

手
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、
こ

れ
ら

の
情

報
に

つ
い

て
も

、
既

に
全

国
に

定
着

し
て

い
る

本
公

表

制
度

を
活

用
し

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

と
一

体
的

に
集

約
し

た
上

で
、
広

く
情

報
発

信

し
て

い
く

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

 ○
 

ま
た

、
平

成
2
3
年

の
改

正
の

際
、

事
業

者
に

よ
る

雇
用

管
理

の
取

組
を

進
め

る
こ

と

を
目

的
と

し
、
都

道
府

県
に

対
し

て
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
及

び
介

護
従

業
者

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

公
表

を
行

う
よ

う
配

慮
す

る
と

の
規

定
が

設
け

ら
れ

た
が

、
現

在
の

と
こ

ろ
、
こ

れ
ら

の
情

報
を

公
表

し
て

い
る

都
道

府
県

は
少

な
い

。
今

後
、
介

護
人

材
の

確
保

が
重

要
と

な
る

中
、
各

事
業

所
に

お
け

る
雇

用
管

理
の

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
が

重
要

で

あ
り

、
現

行
の

従
業

者
等

に
関

す
る

情
報

公
表

の
仕

組
み

に
つ

い
て

、
円

滑
に

事
業

所
が

情
報

を
公

表
で

き
る

よ
う

見
直

し
を

行
う

必
要

が
あ

る
。
な

お
、
こ

の
点

に
関

し
、
従

業

者
の

処
遇

に
関

わ
る

情
報

と
し

て
介

護
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

キ
ャ

リ
ア

段
位

制
度

の

情
報

等
に

つ
い

て
公

表
す

べ
き

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
 

 ○
 

さ
ら

に
、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

担
保

の
観

点
か

ら
、
通

所
介

護
の

設
備

を
利

用
し

て
提

供

し
て

い
る

法
定

外
の

宿
泊

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

の
情

報
公

表
も

行
う

必
要

が
あ

る
。
ま

た
、

利
用

者
や

家
族

は
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

を
必

ず
し

も
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

通
じ

て
入

手
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や
I
C
T
を
活
用

し
た
情

報
連
携
の

推
進
・

業
務

の
効

率
化

な
ど

の
職

場
環

境
の

整
備

・

改
善

 

④
 
処
遇

改
善

 

の
4
つ

の
視
点
か

ら
、
事
業
者
等

と
も
連

携
し

て
、
国
・
都

道
府

県
・
市

町
村

が
役

割
分

担
し
つ
つ

、
そ
れ

ぞ
れ

が
積
極
的

に
取
り

組
む

べ
き

で
あ

る
。

 

 ○
 
具
体

的
に
は

、
 

 
・
 
国

は
、
介
護

報
酬
改
定
を

通
じ
た

処
遇

改
善
の

取
組

の
推

進
、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度

の
確
立
に

向
け
た

取
組

の
推
進

 

 
・
 
都
道

府
県
は

、
介

護
保
険
事

業
支
援

計
画

を
活

用
し

つ
つ

、
人

材
確

保
に

向
け

た
様

々

な
取
組
の

推
進

 

・
 

市
町

村
は
、

単
身

高
齢

者
な

ど
が
増

加
す

る
中

、
必

要
性

が
高

ま
る

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス
の
担

い
手
を

育
成

・
確
保
す

る
と
と

も
に

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
 

な
ど
を
中

心
に
取

り
組

む
こ
と
が

重
要
で

あ
る

。
 

 

○
 
こ
れ

ま
で
、

介
護

従
事
者
の

処
遇
改

善
に

重
点

を
お

い
た

平
成

2
1
年

度
介

護
報

酬
改

定
、
平

成
2
1
年

1
0
月

か
ら
の
介

護
職
員

処
遇

改
善

交
付

金
の

実
施

、
時

限
措

置
の

処
遇

改
善

交
付

金
か

ら
安

定
的

な
効

果
を

継
続

さ
せ

る
た

め
の

介
護

職
員

処
遇

改
善

加
算

を

新
設
し
た

平
成

2
4
年

度
介
護
報

酬
改
定

と
い

っ
た

取
組

を
行

っ
て

き
た

。
引

き
続

き
、

国
は
平
成

2
7
年
度
の

介
護
報
酬

改
定
に

お
い

て
処

遇
改

善
に

向
け

た
検

討
を

行
う

こ
と

が
必
要
で

あ
る
。
な

お
、
こ
の
点
に

関
し
て

、
介
護

職
員

処
遇

改
善

加
算

は
継

続
す

べ
き

と
の
意
見

が
あ
っ

た
一

方
で
、
介
護
報

酬
の
引

上
げ

は
保

険
料

負
担

の
増

大
に

直
結

す
る

も
の
で
あ

り
、
事
業

者
の
経
営
実

態
が
改

善
し

て
い

る
こ

と
も

踏
ま

え
、
事

業
者

の
更

な

る
自
助
努

力
を
求

め
て

い
く
こ
と

を
優
先

す
べ

き
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

 

 ○
 
都
道

府
県
は

、
介

護
人
材
の

確
保
に

関
す

る
事

項
が

介
護

保
険

事
業

支
援

計
画

の
記

載

事
項
と
な

っ
て
い

る
こ

と
等
か
ら
、
特
に
積

極
的

な
政

策
展

開
が

求
め

ら
れ

る
。
地

域
に

よ
っ
て
高

齢
化
等

人
口

構
成
の
状

況
が
異

な
る

こ
と

、
介

護
労

働
市

場
は

地
域

密
着

型
で

あ
る
こ
と

、
地
域
の

関
係
者
が
協

力
し
て

対
策

を
講

じ
て

い
く

こ
と

が
効

果
的

で
あ

る
こ

と
な
ど
も

勘
案
す

る
と

、
こ

れ
ま
で

以
上
に

都
道

府
県

が
広

域
的

な
視

点
か

ら
総

合
的

な

取
組
を
推

進
す
る

こ
と

が
期
待
さ

れ
る
。

 

 ○
 
こ
の

た
め
に

は
、
ま
ず
、
必
要

と
な
る

介
護
人

材
の

推
計

を
行

う
こ

と
が

重
要

で
あ

る

が
、
現
在
推

計
を
実

施
し
て
い
る

都
道
府

県
は

少
数

で
あ

る
。
推

計
手

法
が

示
さ

れ
て

い

な
い
た
め

に
実
施

で
き

て
い
な
い

と
こ
ろ

も
あ

る
こ

と
か

ら
、
国

は
、
都

道
府

県
で

必
要

と
な

る
介

護
人

材
の

推
計

が
可

能
と

な
る

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
整

備
し

て
提

供
す

る
な

ど
、

都
道
府
県

の
人
材

確
保

の
取
組
を

支
援
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 
ま
た

、
都
道

府
県

レ
ベ
ル
で

協
議
会

を
設

置
し
、
介

護
関

係
団

体
等

が
参

画
・
協

働
し

て
施
策
を

推
進
し

て
い

く
な
ど

、
都

道
府
県

の
先

進
的

な
取

組
が

既
に

あ
る

と
こ

ろ
で

あ

り
、
そ
れ

ら
を
参

考
に

し
つ
つ
取

組
を
進

め
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
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高

齢
者

自
身

は
第

1
号

保
険

料
の

納
付

と
利

用
者

負
担

に
よ

り
保

険
財

政
を

支
え

て
い

る
が

、
保

険
料

の
上

昇
を

可
能

な
限

り
抑

え
つ

つ
、
現

役
世

代
に

過
度

な
負

担
を

求
め

ず

に
、
高

齢
者

世
代

内
に

お
い

て
負

担
の

公
平

化
を

図
っ

て
い

く
た

め
に

は
、
第

1
号

被
保

険
者

の
う

ち
、

一
定

以
上

の
所

得
の

あ
る

方
に

つ
い

て
、

2
割

の
利

用
者

負
担

と
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 ○
 

一
定

以
上

の
所

得
の
水

準
に

つ
い

て
は

、
事

務
局

か
ら

 

 
①

 
第

1
号

被
保

険
者
全

体
の

上
位

2
0
％

に
該

当
す

る
合

計
所

得
金

額
1
6
0
万

円
（

年
金

収
入

の
場

合
2
8
0
万

円
）

以
上

 

 
②

 
第

1
号

被
保

険
者
の

う
ち

課
税

層
（

約
3
8
％

）
の

上
位

半
分

に
該

当
す

る
合

計
所

得

金
額

1
7
0
万

円
（

年
金

収
入

の
場

合
2
9
0
万

円
）

以
上

 

 
の

2
案

が
示

さ
れ

た
。

 

 ○
 

高
齢

者
世

代
内

で
相

対
的

に
所

得
の

高
い

方
に

更
な

る
負

担
を

求
め

る
べ

き
で

あ
る

と
い

う
点

に
つ

い
て

は
、
概

ね
意

見
の

一
致

を
見

た
一

方
で

、
介

護
保

険
料

で
負

担
能

力

に
応

じ
た

負
担

を
し

て
お

り
、
利

用
者

負
担

は
一

律
1
割

と
す

べ
き

と
い

う
意

見
や

、
利

用
者

負
担

の
引

上
げ

に
よ

り
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

控
え

が
起

き
る

こ
と

を
懸

念
す

る
意

見

も
一

部
に

あ
っ

た
。

 

 ○
 

一
定

以
上

所
得

者
の
水

準
に

つ
い

て
は

、
事

務
局

提
案

の
う

ち
第

1
号

被
保

険
者

全
体

の
上

位
2
0
％

に
該

当
す

る
水

準
と

い
う

案
を

支
持

す
る

意
見

が
あ

っ
た

ほ
か

、
課

税
層

全

員
又

は
モ

デ
ル

年
金

額
を

水
準

と
す

べ
き

と
い

っ
た

事
務

局
案

よ
り

対
象

を
広

げ
る

べ

き
と

の
意

見
が

あ
る

一
方

、
現

行
の

介
護

保
険

料
の

第
6
段

階
や

、
医

療
保

険
制

度
の

現

役
並

み
所

得
の

あ
る

者
と

す
べ

き
と

い
っ

た
意

見
な

ど
、

様
々

な
意

見
が

あ
っ

た
。

 

 ○
 

第
2
号

被
保

険
者

で
給

付
を

受
け

る
方

に
つ

い
て

は
、
特

定
疾

病
に

な
っ

た
場

合
の

み

給
付

を
受

け
る

こ
と

や
、
高

齢
者

世
代

よ
り

被
扶

養
者

や
消

費
支

出
が

多
い

こ
と

等
を

踏

ま
え

、
第

1
号

被
保

険
者

と
同

様
の

見
直

し
は

適
当

で
は

な
い

と
の

意
見

が
多

か
っ

た
。
 

 ○
 

ま
た

、
高

額
介

護
サ
ー

ビ
ス

費
の

負
担

限
度

額
に

つ
い

て
は

、
要

介
護

状
態

が
長

く
続

く
こ

と
を

踏
ま

え
、
基

本
的

に
据

え
置

く
こ

と
と

す
る

が
、
2
割

負
担

と
な

る
方

の
う

ち
、

特
に

所
得

が
高

い
、
高

齢
者

医
療

制
度

に
お

け
る

現
役

並
み

所
得

に
相

当
す

る
所

得
が

あ

る
方

に
つ

い
て

は
、

現
行

の
3
7
,
2
0
0
円

か
ら

医
療

保
険

の
現

役
並

み
所

得
者

の
多

数
該

当
と

同
じ

水
準

で
あ

る
4
4
,
4
0
0
円

と
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

な
お

、
こ

の
点

に
関

し
、

現
役

並
み

所
得

者
相

当
に

限
定

す
る

の
で

は
な

く
、

2
割

負
担

と
な

っ
た

一
定

以
上

所
得

者
に

つ
い

て
3
7
,
2
0
0
円

を
引

き
上

げ
る

べ
き

と
の

意
見

も
一

部
に

あ
っ

た
。

 

 ○
 

こ
う

し
た

利
用

者
負

担
等

の
見

直
し

に
当

た
っ

て
は

、
可

能
な

限
り

市
町

村
の

事
務

負

担
が

繁
雑

に
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。
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す
る
の
で

は
な
い

こ
と

か
ら
、
地
域

の
高
齢

者
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
を

活
用

し
て

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

で
情

報
公

表
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
利

用
者

や
家

族
に

分
か

り
や

す

く
情
報
提

供
す
る

な
ど

の
工
夫
も

重
要
で

あ
る

。
 

   Ⅱ
 
費

用
負

担
の

見
直

し
 

 １
．
低

所
得
者

の
1
号
保

険
料

の
軽
減

強
化

等
 

 ○
 
現
行

の
1
号

保
険

料
に
つ
い

て
は

、
所

得
段
階

別
に

原
則

と
し

て
6
段

階
設

定
と

な
っ

て
お
り
、

世
帯
非

課
税

で
あ
る
者

に
つ
い

て
は

、
基

準
額

の
0
.
5
倍

又
は

0
.
7
5
倍

を
標

準
と
し
て

軽
減
さ

れ
て

い
る

。
今
後

の
高
齢

化
の
進

行
に

伴
う

保
険

料
水

準
の

上
昇

と
消

費
税
率
の

引
上
げ

に
伴

う
低
所
得

者
対
策

強
化

を
踏

ま
え

、
基

準
額

に
乗

ず
る

割
合

を
更

に
引
き
下

げ
、
そ
の
引

き
下
げ
た

分
に
つ

い
て

、
現

行
の

給
付

費
の

5
0
％

の
公

費
負

担
に

加
え
て
、

公
費
を

投
入

す
る
こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

 

 ○
 
ま
た

、
現
行

の
介

護
保
険
料

の
段
階

設
定

は
標
準

で
第

6
段

階
ま

で
と

な
っ

て
い

る
が

、

特
例
第

3
・

4
段
階

の
設
定
も
含

め
て
、

現
在

、
多

く
の

保
険

者
で

多
段

階
の

保
険

料
設

定
が
な
さ

れ
て
い

る
。

保
険
料
負

担
の
応

能
性

を
高

め
る

た
め

、
特

例
第

3
・

4
段

階
を

標
準
化
し

つ
つ
、
第

5
段
階
以
上

を
細
分

化
し

、
標

準
を

9
段

階
と

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る
。

 

 ○
 
保
険

者
ご
と

の
第

1
号
被
保

険
者
と

第
2
号
被

保
険

者
の

比
率

の
差

は
、

2
号

保
険

料

を
全
国
プ

ー
ル
す

る
こ

と
で
調
整

す
る
と

と
も

に
、
第

1
号

被
保

険
者

の
中

で
も

要
介

護

リ
ス
ク
の

高
い

7
5
歳

以
上
の
比

率
の
差

は
調

整
交

付
金

で
調

整
し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

調
整
交
付

金
で
は

第
1
号
被
保
険

者
の
所

得
の

状
況

に
よ

っ
て

生
じ

る
差

も
調

整
し

て
い

る
が
、
こ
の

所
得
調

整
を
強
化
す

る
た
め
、
標

準
6
段

階
を

用
い

て
い

る
現

行
の

調
整

方

法
を
上
述

の
保
険

料
設

定
方
法
の

見
直
し

に
併

せ
て

標
準

9
段

階
を

用
い

た
調

整
方

法
に

改
め
る
こ

と
が
必

要
で

あ
る
。
 

   ２
．
一

定
以
上

所
得
者

の
利

用
者

負
担

の
見
直
し

 
 ○

 
介
護

保
険
制

度
に

お
い
て
は

、
制
度

創
設

以
来
、

所
得

に
関

わ
ら

ず
利

用
者

負
担

を
1

割
と
し
て

お
り
、
高
額

介
護
サ
ー

ビ
ス
費

の
負

担
限

度
額

も
据

え
置

か
れ

て
い

る
。
そ

の

一
方
で
、
高
齢
化

に
伴

い
介
護
費

用
が

増
加
し

、
今

後
も

増
加

し
続

け
て

い
く

こ
と

が
見

込
ま
れ
る

中
で
、

制
度

の
持
続
可

能
性
を

高
め

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。
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預

貯
金

等
の

基
準

と
し

て
は

、
単

身
で

1
0
0
0
万

円
超

、
夫

婦
世

帯
で

2
0
0
0
万

円
超

と

い
う

基
準

は
妥

当
で

あ
る

が
、
負

債
が

あ
る

場
合

や
、
生

命
保

険
の

よ
う

に
保

険
事

故
が

起
き

る
ま

で
活

用
で

き
な

い
資

産
に

つ
い

て
は

配
慮

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 

同
じ

資
産

で
あ

っ
て
も

、
直

ち
に

活
用

の
で

き
な

い
不

動
産

に
つ

い
て

は
、
預

貯
金

等

と
異

な
っ

た
取

扱
い

と
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
点

に
つ

い
て

は
、
一

定
額

以
上

の
宅

地

を
保

有
し

て
い

る
場

合
、
在

宅
で

の
生

活
を

前
提

と
し

て
い

る
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

を
除

き

補
足

給
付

の
対

象
外

と
し

、
宅

地
を

担
保

と
し

た
貸

付
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
か

、

検
討

を
進

め
て

き
た

。
こ

う
し

た
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
は

、
貸

付
の

対
象

者
や

資
産

の
評

価
の

在
り

方
、
受

給
者

が
死

亡
し

た
後

の
債

権
の

回
収

方
法

な
ど

、
事

業
を

実
施

す

る
上

で
の

課
題

を
更

に
整

理
す

る
と

と
も

に
、
市

町
村

が
不

動
産

担
保

貸
付

の
業

務
を

委

託
す

る
こ

と
が

で
き

る
外

部
の

受
託

機
関

を
確

保
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、
引

き
続

き

検
討

を
続

け
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 ○
 

な
お

、
社

会
保

障
・
税

番
号

制
度

が
今

後
施

行
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
施

行
の

状
況

を
踏

ま
え

、
同

制
度

を
通

じ
た

預
貯

金
や

不
動

産
の

資
産

の
把

握
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

 

 ○
 

ま
た

、
同

一
世

帯
に
課

税
者

の
い

る
非

課
税

者
が

施
設

入
所

等
に

伴
い

世
帯

分
離

を
す

る
と

単
身

で
非

課
税

世
帯

と
な

り
、
補

足
給

付
の

対
象

と
な

る
点

に
つ

い
て

は
、
配

偶
者

間
に

は
他

の
親

族
間

よ
り

強
い

生
活

保
持

義
務

が
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、
世

帯
分

離
を

し

て
も

配
偶

者
の

所
得

を
勘

案
す

る
仕

組
み

と
し

、
配

偶
者

が
住

民
税

課
税

者
で

あ
る

場
合

は
、

補
足

給
付

の
対

象
外

と
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

 

 ○
 

さ
ら

に
、
遺

族
年

金
や

障
害

年
金

と
い

っ
た

非
課

税
年

金
に

つ
い

て
は

、
課

税
収

入
と

し
て

は
算

定
さ

れ
な

い
た

め
、
補

足
給

付
の

段
階

の
判

定
に

当
た

っ
て

も
年

金
収

入
と

し

て
は

反
映

さ
れ

ず
、
老

齢
年

金
と

同
じ

年
金

額
で

も
給

付
の

額
を

決
定

す
る

上
で

の
取

扱

い
が

異
な

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。
こ

の
点

に
つ

い
て

は
、
補

足
給

付
の

段
階

の
判

定
に

当
た

っ
て

非
課

税
年

金
も

収
入

と
し

て
勘

案
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
が

、
障

害
年

金
を

勘
案

す
る

こ
と

を
懸

念
す

る
意

見
も

一
部

に
あ

っ
た

。
ま

た
、
こ

の
際

、
市

町
村

の
実

務

を
支

え
る

た
め

に
は

、
非

課
税

年
金

の
情

報
が

市
町

村
に

提
供

さ
れ

る
仕

組
み

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

   ４
．

介
護

納
付

金
の
総

報
酬

割
 

 ○
 

第
2
号

被
保

険
者

の
加

入
す

る
医

療
保

険
者

が
負

担
す

る
介

護
納

付
金

に
つ

い
て

は
、

現
在

、
各

医
療

保
険

者
に

加
入

す
る

第
2
号

被
保

険
者

の
人

数
に

応
じ

按
分

し
て

お
り

、

負
担

の
公

平
化

の
観

点
か

ら
、
被

用
者

保
険

に
つ

い
て

、
各

保
険

者
の

総
報

酬
額

に
応

じ

た
も

の
と

し
て

い
く

こ
と

が
当

部
会

で
こ

れ
ま

で
も

議
論

さ
れ

て
き

た
。

 

- 2
9 

- 
  ３

．
補

足
給
付

の
見
直

し
（

資
産
等

の
勘

案
）
 

 ○
 
制
度

発
足
時

の
介

護
保
険
に

お
い
て

は
、
介
護

保
険

三
施

設
（

特
養

、
介

護
老

人
保

健

施
設
、
介

護
療
養

型
医

療
施
設
）
及
び
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

に
限

り
、
居

住
費
・
食

費
が

給

付
に
含
ま

れ
て
い

た
。
平
成

1
7
年

1
0
月

よ
り

こ
れ

ら
の

サ
ー

ビ
ス

の
居

住
費
・
食

費
を

給
付
の
対

象
外
と

し
た

が
、
低
所
得

者
が
多

く
入
所

し
て

い
る

実
態

を
考

慮
し

て
、
住

民

税
非
課
税

世
帯
で

あ
る

入
所
者
に

つ
い
て

は
、
そ
の

申
請

に
基

づ
き

、
世

帯
の

課
税

状
況

や
本
人
の

年
金
収

入
及

び
所
得
を

勘
案
し

て
、
特
定

入
所

者
介

護
サ

ー
ビ

ス
費
（

い
わ

ゆ

る
補
足
給

付
）
と

し
て

、
介
護
保

険
三
施

設
及

び
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

に
限

り
居

住
費
・
食

費
の
補
助

を
行
っ

て
い

る
。

 

 ○
 

こ
う

し
た

経
過

的
か

つ
低

所
得

者
対

策
と

し
て

の
性

格
を

持
つ

補
足

給
付

で
あ

る
が

、

預
貯
金
等

の
資
産

を
保

有
し
て
い

た
り

、
入

所
し

て
世

帯
は

分
か

れ
て

も
配

偶
者

に
負

担

能
力
が
あ

る
よ
う

な
と

き
に

、
保
険

料
を
財

源
と

し
た

居
住

費
等

の
補

助
が

受
け

ら
れ

る

こ
と
に
つ

い
て
は

、
在

宅
で
暮
ら

す
方
や

保
険

料
を

負
担

す
る

方
と

の
公

平
性

の
確

保
の

観
点
か
ら

課
題
が

あ
る

た
め
、
可

能
な
限

り
是

正
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

 ○
 
資
産

に
つ
い

て
は

、
換

金
し
や

す
い
預

貯
金
等

と
そ

れ
が

容
易

で
は

な
い

不
動

産
を

分

け
て
整
理

す
る
こ

と
と

し
、
ま
ず
、
一
定
額

以
上

の
預

貯
金

等
が

あ
る

方
を

補
足

給
付

の

対
象
外
と

し
て
い

く
こ

と
に
つ
い

て
、
議

論
を

行
っ

た
。

 

 ○
 
預
貯

金
等
に

つ
い

て
は

、
本
人

と
配
偶

者
の
貯

蓄
等

の
合

計
額

が
一

定
額

を
上

回
る

場

合
に
は
、

補
足
給

付
の

対
象
外
と

す
る

こ
と
で

概
ね

意
見

の
一

致
を

見
た

。
 

 ○
 

た
だ

し
、

現
在

の
と

こ
ろ

預
貯

金
等

を
完

全
に

把
握

す
る

仕
組

み
が

な
い

こ
と

か
ら

、

実
務
上
は

当
面
自

己
申

告
の
仕
組

み
に
よ

り
対

応
せ

ざ
る

を
得

な
い

。
こ

の
点

に
つ

い
て

、

新
た
な
不

公
平
が

生
ま

れ
る
こ
と

を
懸
念

す
る

意
見

が
一

部
に

あ
っ

た
が

、
社

会
保

障
・

税
番

号
制

度
が

施
行

さ
れ

て
も

直
ち

に
預

貯
金

等
の

把
握

が
可

能
と

な
る

も
の

で
は

な

く
、
完
璧
な

捕
捉
の

仕
組
み
を
前

提
と
す

る
な

ら
ば

、
当

面
補

足
給

付
へ

の
資

産
の

勘
案

を
実
現
す

る
こ
と

は
で

き
な
い
。
そ

れ
で
は

、
上

述
し

た
よ

う
に

在
宅

で
暮

ら
す

方
や

保

険
料
負
担

者
と
の

大
き

な
不
公
平

を
放
置

す
る

こ
と

と
な

る
こ

と
か

ら
、
む

し
ろ

現
在

実

施
可
能
な

手
段
を

用
い

て
負
担
の

公
平
化

を
可

能
な

限
り

図
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

 ○
 
こ
れ

ら
を
踏

ま
え

、
預
貯
金
等

の
勘
案

の
具
体

的
な

実
施

方
法

に
つ

い
て

は
、
市

町
村

の
事
務
負

担
に
も

十
分

に
配
慮
し
、
本
人
の

自
己

申
告

を
基

本
と

し
つ

つ
、
補

足
給

付
の

申
請
に
際

し
金
融

機
関

へ
の
照
会

に
つ
い

て
同

意
を

得
て

お
き

、
必

要
に

応
じ

て
介

護
保

険
法
の
規

定
を
活

用
し

て
金
融
機

関
へ
の

照
会

を
行

う
こ

と
と

す
る

と
と

も
に

、
不

正
受

給
の

際
の

加
算

金
の

規
定

を
設

け
る

な
ど

し
て

適
切

な
申

告
を

促
す

仕
組

み
と

す
る

必

要
が
あ
る

。
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2
0
2
5
年

を
見

据
え

た
介

護
保
険

事
業

計
画

の
策
定

 

 ○
 

第
5
期

の
介

護
保

険
事

業
計

画
か

ら
、
認

知
症

施
策

、
医

療
と

の
連

携
、
高

齢
者

の
居

住
に

係
る

施
策

と
の

連
携

、
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
と

い
っ

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

実
現

に
必

要
な

要
素

を
記

載
す

る
取

組
が

始
ま

っ
て

い
る

。
 

 ○
 

第
6
期

以
後

の
介

護
保

険
事

業
計

画
は

、「
団

塊
の

世
代

」
が

7
5
歳

以
上

と
な

る
2
0
2
5

年
に

向
け

て
、

い
わ

ば
 
「

地
域

包
括

ケ
ア

計
画

」
と

し
て

位
置

づ
け

、
第

5
期

計
画

で

取
組

を
開

始
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

た
め

の
取

組
を

承
継

発
展

さ
せ

る

と
と

も
に

、
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
の

推
進

等
の

新
し

い
地

域
支

援
事

業
や

新
し

い
総

合

事
業

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、
市

町
村

が
主

体
と

な
っ

た
地

域
づ

く
り
・
ま

ち
づ

く
り

を

本
格

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 

そ
し

て
、
2
0
2
5
年

を
見

据
え

た
対

応
を

進
め

る
た

め
に

は
、
各

保
険

者
が

計
画

期
間

中

の
給

付
費

を
推

計
し

て
保

険
料

を
設

定
す

る
だ

け
で

な
く

、
2
0
2
5
年

の
サ

ー
ビ

ス
水

準
、

給
付

費
や

保
険

料
水

準
も

推
計

し
て

記
載

し
、
中

長
期

的
な

視
点

も
含

め
た

施
策

の
実

施

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
ま

た
、
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
の

推
進

や
認

知
症

施

策
な

ど
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

構
成

す
る

各
要

素
に

つ
い

て
、
当

面
の

施
策

と
段

階

的
な

充
実

の
た

め
の

方
針

を
よ

り
具

体
的

に
記

載
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
こ

の
よ

う

な
中

長
期

的
な

視
点

に
立

っ
た

介
護

保
険

事
業

計
画

の
策

定
を

通
じ

、
住

民
・
地

方
自

治

体
・
事

業
者

等
が

、
地

域
の

状
況

を
共

有
し

、
自

ら
の

地
域

の
将

来
像

を
考

え
る

き
っ

か

け
に

な
る

と
考

え
る

。
 

 ○
 

介
護

保
険

事
業

計
画

の
策

定
を

支
援

す
る

観
点

か
ら

も
、
国

は
介

護
・
医

療
関

連
情

報

の
「

見
え

る
化

」
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 ○
 

第
5
期

計
画

で
は

、
約

8
割

の
保

険
者

が
日

常
生

活
圏

域
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
し

た
が

、

調
査

結
果

を
十

分
に

活
用

で
き

な
か

っ
た

と
い

う
課

題
も

あ
り

、
よ

り
積

極
的

な
活

用
を

促
す

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
 

 ○
 

2
0
2
5
年

の
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

確
立

は
、
医

療
・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

一
体

改
革

に
よ

っ
て

実
現

で
き

る
も

の
で

あ
り

、
都

道
府

県
が

策
定

す
る

介
護

保
険

事
業

支
援

計
画

に
つ

い
て

は
、
医

療
計

画
と

一
体

性
・
整

合
性

を
確

保
し

て
策

定
さ

れ
、
地

域
に

お
い

て
、

高
度

急
性

期
か

ら
在

宅
医

療
・
介

護
ま

で
の

一
連

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
の

確
保

が
進

め

ら
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
 

こ
の

点
に

関
し

て
は

、
医

療
提

供
体

制
の

見
直

し
の

中
で

、
医

療
計

画
の

計
画

期
間

の

見
直

し
が

検
討

さ
れ

る
と

と
も

に
、
持

続
可

能
な

社
会

保
障

制
度

の
確

立
を

図
る

た
め

の

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、
医

療
機

能
の

分
化
・
連

携
の

推
進

等
の

た
め

の

医
療

機
関

の
施

設
・
設

備
の

整
備

や
こ

れ
ら

に
伴

う
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

な
ど

に
係

る

新
た

な
財

政
支

援
の

仕
組

み
が

検
討

さ
れ

て
お

り
、

着
実

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
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今
回

の
審
議

で
も

、
 

・
 

社
会

保
険
制

度
に

お
け

る
負

担
の
公

平
性

を
考

え
れ

ば
所

得
に

応
じ

た
負

担
と

す
る

の
が
基
本

で
あ
る

 

・
 

制
度

創
設
時

は
加

入
者

割
で

始
ま
っ

た
が

、
現

在
に

至
り

、
比

較
的

報
酬

の
低

い
協

会
け

ん
ぽ

の
負
担

が
相

対
的

に
重

く
な
っ

て
お

り
、

被
用

者
保

険
内

で
負

担
能

力
に

応

じ
た
負
担

を
し
て

い
く

方
向
に
改

め
る
ほ

う
が

よ
り

適
切

で
あ

る
 

・
 
第

2
号
被

保
険
者

は
自
身
の

親
の
介

護
で

間
接

的
に

介
護

保
険

制
度

の
恩

恵
を

受
け

て
い
る
こ

と
か
ら

総
報

酬
割
を
導

入
す
べ

き
 

・
 
総
報

酬
割
の

導
入

に
は
賛
成

だ
が
、

第
2
号
被

保
険

者
の

保
険

料
が

過
度

に
引

き
上

が
ら

な
い

よ
う
に

す
る

た
め

に
も

、
一
定

所
得

以
上

の
高

齢
者

に
対

す
る

利
用

者
負

担

を
2
割

に
引
き

上
げ
る

こ
と
や
補

足
給
付

の
資

産
勘

案
と

い
っ

た
対

応
も

セ
ッ

ト
で

行

う
べ
き

 

な
ど
、
総

報
酬
割

導
入

に
賛
成
す

る
意
見

が
多

か
っ

た
。

 

 ○
 
一
方

、
 

・
 
世
代

間
扶
養

の
意

味
合
い
を

持
つ

2
号
保

険
料

に
つ

い
て

は
、

費
用

負
担

者
の

理
解

を
得

ら
れ

る
公
平

な
負

担
方

法
と

し
て
、

制
度

発
足

時
に

加
入

者
割

と
さ

れ
た

の
で

あ

り
、
こ
れ

を
総
報

酬
割

に
変
更
す

る
こ
と

は
当

初
の

理
念

を
逸

脱
す

る
の

で
は

な
い

か
 

・
 
総

報
酬
割
導

入
に

よ
っ
て
協

会
け
ん

ぽ
へ

の
国

庫
補

助
約

1
，
2
0
0
億

円
が

削
減

さ
れ

る
が
、
こ

れ
は
国

の
負

担
を
健
保

組
合
に

転
嫁

さ
せ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
 

・
 

健
保

組
合
全

体
の

介
護

保
険

料
率

（
単
純

平
均

）
と

協
会

け
ん

ぽ
の

介
護

保
険

料
率

を
比
較
す

る
と
、

近
年

そ
の
差
は

縮
小
し

て
い

る
と

い
う

実
態

も
あ

る
 

・
 

健
保

組
合
は

加
入

者
の

健
康

保
持
・

増
進

の
た

め
に

特
定

健
診

・
特

定
保

健
指

導
を

は
じ

め
と

す
る
保

健
事

業
に

積
極

的
に
取

り
組

ん
で

お
り

、
健

康
寿

命
の

延
伸

や
介

護

予
防

に
も

つ
な
が

っ
て

い
る

の
で

、
介
護

保
険

制
度

に
お

い
て

も
健

保
組

合
の

保
険

者

機
能
は
評

価
さ
れ

る
べ

き
 

・
 

医
療

保
険
を

含
め

て
現

役
世

代
の
負

担
は

既
に

限
界

に
来

て
お

り
、

総
報

酬
割

に
よ

る
公

平
性

の
確
保

を
図

る
以

前
に

、
制
度

全
体

の
財

政
負

担
構

造
を

見
直

し
、

現
役

世

代
の
負
担

を
相
対

的
に

減
ら
し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
 

・
 

効
率

化
・
重

点
化

に
向

け
た

絵
姿
が

示
さ

れ
な

い
ま

ま
野

放
図

に
介

護
給

付
費

・
保

険
料

負
担

が
膨
ら

む
こ

と
を

非
常

に
懸
念

し
て

お
り

、
増

加
す

る
負

担
を

い
か

に
抑

え

て
い
く
か

と
い
う

議
論

が
あ
っ
て

然
る
べ

き
 

な
ど
、
強

い
反
対

意
見

が
あ
っ
た

。
 

 ○
 
介
護

納
付
金

の
総

報
酬
割
の

導
入
に

つ
い

て
は

、
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

に
お

け
る

後

期
高
齢
者

支
援
金

の
全

面
総
報
酬

割
の

検
討
状

況
も

踏
ま

え
つ

つ
、
引

き
続

き
、
検

討
を

行
っ
て
い

く
必
要

が
あ

る
。
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も
に

、
住

民
・
地

方
自

治
体
・
事

業
者

等
の
「

人
づ

く
り

」
で

も
あ

る
。
地

方
自

治
体

の

第
6
期

介
護

保
険

事
業
（

支
援

）
計

画
の

策
定

作
業

に
合

わ
せ

、
ど

の
よ

う
に

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

を
作

っ
て

い
け

ば
よ

い
の

か
、
厚

生
労

働
省

は
都

道
府

県
に

対
し

て
、
そ

し
て

、
都

道
府

県
は

市
町

村
に

対
し

て
、
き

め
細

か
な

支
援

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
 

 ○
 

ま
た

、
円

滑
に

制
度

を
運

営
す

る
た

め
に

は
、
保

険
者

の
事

務
が

繁
雑

に
な

ら
な

い
よ

う
留

意
す

る
と

と
も

に
、
保

険
者

等
の

シ
ス

テ
ム

を
万

全
な

も
の

に
す

る
こ

と
が

重
要

で

あ
る

こ
と

か
ら

、
着

実
に

実
務

の
詳

細
設

計
と

シ
ス

テ
ム

改
修

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 
 

 ○
 

併
せ

て
、
国

民
に

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

や
制

度
改

正
の

趣
旨
・
内

容
を

正
し

く
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

、
国

は
、
地

方
自

治
体

等
と

連
携
・
協

力
し

な
が

ら
、
国

民
に

対
す

る
丁

寧
で

分
か

り
や

す
い

広
報

に
計

画
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
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○
 
前
述

し
た
と

お
り

、
介

護
人
材

の
確
保

に
は
都
道

府
県

も
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

お
り

、

必
要
と
な

る
介
護

人
材

の
推
計
を

介
護
保

険
事

業
支

援
計

画
に

記
載

し
、
積

極
的

に
取

り

組
む
こ
と

が
期
待

さ
れ

る
。

 

   今
後
に

向
け

て
 

 ○
 
第

6
期
に
向

け
て

、
 

・
 

地
域
包

括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の

構
築
に

向
け

た
地

域
支

援
事

業
の

見
直

し
（

在
宅

医
療
・

介
護

連
携

の
推
進

、
認

知
症

施
策

の
推
進

、
地

域
ケ

ア
会

議
の

推
進

、
生

活
支

援
サ

ー

ビ
ス
の
充

実
・
強

化
、

地
域
包
括

支
援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

強
化

）
 

・
 
地
域

支
援
事

業
の

見
直
し
に

併
せ
た

予
防

給
付

の
見

直
し

 

・
 
小
規

模
通
所

介
護

の
地
域
密

着
型
サ

ー
ビ

ス
へ

の
移

行
 

・
 
住
宅

改
修
事

業
者

の
登
録
制

度
の
導

入
 

・
 
居
宅

介
護
支

援
事

業
所
の
指

定
権
限

の
市

町
村

へ
の

移
譲

 

・
 
特
別

養
護
老

人
ホ

ー
ム
の
中

重
度
者

へ
の

重
点

化
 

・
 
サ
ー

ビ
ス
付

き
高

齢
者
向
け

住
宅
へ

の
住

所
地

特
例

の
適

用
 

・
 
介
護

サ
ー
ビ

ス
情

報
公
表
制

度
の
見

直
し

 

・
 
費
用

負
担
の

見
直

し
（
低
所

得
者

の
1
号

保
険

料
の

軽
減

強
化

、
一

定
以

上
所

得
者

の
利
用
者

負
担
の

見
直

し
、
補
足

給
付
の

見
直

し
）

 

・
 
2
0
2
5
年
を
見

据
え

た
介
護
保

険
事
業

計
画

の
策

定
 

 
等

の
法

改
正
項

目
に

つ
い
て
は
、
様
々
な

個
別
意
見

は
あ

っ
た

も
の

の
、
次

期
制

度
改

正

で
速
や
か

に
実
行

す
べ

き
で
あ
る

と
い
う

の
が

意
見

の
大

勢
で

あ
っ

た
。
厚

生
労

働
省

に

お
い
て
は
、
当
部
会

に
お
け
る
意

見
を
十

分
に

踏
ま

え
て

具
体

化
を

図
り

、
法

制
的

な
対

応
を
速
や

か
に
取

ら
れ

た
い
。

 

 ○
 
ま
た
、
法
改
正

の
み
な
ら
ず
、
基
準
の

見
直
し
や

介
護

報
酬

の
改

定
で

対
応

す
べ

き
も

の
が
あ
り
、
引
き
続

き
、
社
会
保
障

審
議
会

介
護
給

付
費

分
科

会
で

議
論

を
行

っ
て

い
く

必
要
が
あ

る
。

 

 ○
 
当
部

会
で
は
、
主

と
し
て
当

面
の
見

直
し

項
目
を

中
心

に
議

論
を

進
め

て
き

た
が

、
制

度
改
正
の

実
施
状

況
と

効
果
を
検

証
し
つ

つ
、
引
き

続
き

、
介

護
保

険
制

度
の

持
続

可
能

性
を
確
保

す
べ
く
、
給

付
の
重
点

化
・
効
率

化
に
向

け
た

制
度

見
直

し
を

不
断

に
検

討
す

る
ほ
か
、
介
護
納

付
金

の
総
報
酬

割
、
被

保
険

者
範

囲
の

拡
大

、
要

介
護

認
定

制
度

の
適

切
な
運
営
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

の
利
用

者
負

担
の

導
入

、
介

護
保

険
制

度
に

お
け

る
公

費
と
保
険

料
の
関

係
、
保
険
給
付

と
給
付

外
サ

ー
ビ

ス
の

組
み

合
わ

せ
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協会だより（定例理事会要録から）
2013年度（平成25年度）第13回　2013年12月10日

Ⅰ．文書報告の確認
【総務部会】
１．前回理事会（11月26日）要録と決定事項の確認
２．週間行事予定表の確認
３．新規開業未入会開業医訪問（11月22日）状況
４．未入会会員訪問（11月29日）状況
５．保団連財政部会（11月24日）状況
【経営部会】
１．保団連経税担当事務局小委員会（11月23日）状況
２．保団連経税部会（11月24日）状況
３．医師賠償責任保険料案内のための病院訪問状況
【医療安全対策部会】
１．医療事故案件調査委員会（11月22日）状況
２．医師賠償責任保険処理室会（11月25日）状況
３．医療機関側との懇談（11月28日）状況
【政策部会】
１．内部被曝から子どもたちを守る会との打ち合わ

せ（11月22日）状況
２．保団連公害視察会（11月23～24日）状況
３．京都社保協自治体キャラバン（11月28日）状況
４．右京社保協総会記念講演（12月５日）状況
【保険部会】
１．医事担当者勉強会（11月20日）状況
２．保険講習会Ｂ（11月21日）状況
３．在宅医療点数に関する講師派遣（11月25日）状況
４．京都市生活保護医療個別指導立ち会い（11月27

日）状況
５．第４回医事担当者連絡会議（11月28日）状況
６．医療事務担当者向け講習会（11月28日）状況
Ⅱ．確認・承認事項
【総務部会】
１．中京東部医師会との懇談会（11月11日）状況確

認の件
２．中京西部医師会との懇談会（11月25日）状況確

認の件
３．総務部会（12月３日）状況確認の件
４．2013年度10月分収支月計表報告状況確認の件
５．11月度会員増減状況確認の件
６．会員入退会及び異動（11月26日～12月10日）に

関する承認の件
７．地区医師会における新規開業等の情報収集の件
８．大阪府保険医協同組合での医薬品共同購入状況

確認の件
【経営部会】
１．経営部会（12月３日）状況確認の件
【医療安全対策部会】
１．医療安全対策部会学習会（11月19日）状況確認

の件
２．医療安全対策部会（12月３日）状況確認の件
【政策部会】
１．第62回医療制度検討委員会（11月27日）状況確

認の件
２．第10回京都のリハビリを考える会（11月28日）

状況確認の件
３．市民公開講演会「知らなきゃソン！ 公的医療保

険はこんなに使える～テレビでおなじみ民間医
療保険の限界を知る～」（11月30日）状況確認の件

４．政策部会（12月３日）状況確認の件
５．12～13年度第23回保団連理事会（12月１日）状

況確認の件
６．京都保険医新聞（第2877号）合評の件
【保険部会】
１．保険部会（12月３日）状況確認の件
Ⅲ．開催・出席確認事項
【総務部会】
１．サロンコンサート開催の件
２．第３回ワイン講座開催の件
３．ランニング教室開催の件
【医療安全対策部会】
１．医療機関側との懇談開催の件
【政策部会】
１．第80回保団連近畿ブロック事務局長会議への出

席の件
２．京都のリハビリを考える会出席の件
３．福祉国家構想研究会基本法特別部会出席の件
【保険部会】
１．日本医労連関西ブロック「春闘討論集会」への

講師派遣の件
２．次回改定の向けたリハビリテーション点数に関

する要望書提出の件
Ⅳ．医療政策関連情勢
１．医療・社会保障をめぐるこの間の動き

①国をめぐる動き
◦2014年度予算の編成等に関する建議（財政制度

審議会）
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◦介護保険制度の見直しに関する意見（素案・社
会保障審議会介護保険部会第53回資料）

Ⅴ．診療報酬関連情報
１．2013年11月度国保合同審査委員会（11月21日）

状況確認の件
２．中医協概要報告

◦11月15日�（�第257回総会、第61回保険医療材料専
門部会）

◦11月20日（第258回総会、第93回薬価専門部会）
◦11月22日（第259回総会）⇒歯科のため、省略
◦11月27日（第260回総会、第96回薬価専門部会）
◦11月29日（第261回総会、第62回保険医療材料専

門部会）
Ⅵ．特別討議
【総務部会】
１．第186回定時代議員会関連議事検討の件
　①上半期各部会活動報告（文書報告）
　②情勢報告
≪以上、32件を承認。１件を継続審議≫

2013年度（平成25年度）第14回　2013年12月24日 
Ⅰ．文書報告の確認
【総務部会】
１．前回理事会（12月10日）要録と決定事項の確認
２．週間行事予定表の確認
３．法律相談実施状況
４．「薩摩杉のもこもこクリスマスリース講習会」

（12月14日）状況
５．第80回保団連近畿ブロック事務局長会議（12月

13日）状況
６．保団連第３回組織部会（12月15日）状況
７．第186回定時代議員会会場視察（12月18日）状況
【経営部会】
１．税理士との相談（12月６日）状況
２．知っておきたい　医院のための雇用管理講習会

（12月12日）状況
３．金融共済委員会（12月18日）状況
４．医師賠償責任保険料案内のための病院訪問状況
【医療安全対策部会】
１．医療機関側との懇談（12月10日）状況
２．医療事故案件調査委員会（12月13日）状況
３．第288回関西医事法研究会（12月14日）状況
４．医師賠償責任保険処理室会（12月16日）状況
【政策部会】
１．ＴＰＰ参加反対京都ネットワーク会議（12月16

日）状況
【保険部会】
１．保団連社保・審査対策部会（11月16日）状況
２．保団連審査、指導、監査対策担当者会議（11月

17日）状況
３．京都府生活保護医療個別指導立ち会い（11月29

日）状況
４．公費負担医療説明会（12月11・13・14・17日）

状況
５．日本医労連関西ブロック「春闘討論集会」への

講師派遣（12月14日）状況
Ⅱ．確認・承認事項
【総務部会】
１．乙訓医師会との懇談会（12月９日）状況確認の件
２．下京東部医師会との懇談会（12月11日）状況確

認の件
３．2013年度11月分収支月計表報告状況確認の件
４．会費免除申請の件
５．会員入退会及び異動（12月10日～12月24日）に

関する承認の件
６．地区医師会における新規開業等の情報収集の件
【経営部会】
１．京都府保険医協会　休業補償制度規定改定の承

認の件
２．月刊保団連『医院経営と雇用管理』2013年改定

版配布の件
【政策部会】
１．鎌仲ひとみさんと考える「子どもたちの未来の

ために　私たちができること」（12月15日）状況
確認の件

２．2015年日本医学会総会に向けての取り組み準備
会（12月15日）状況確認の件

３．京都保険医新聞（第2878号）合評の件
Ⅲ．開催・出席確認事項
【総務部会】
１．１月中の会合等諸行事及び出席者確認の件
２．各部会開催の件
３．理事者・事務局新年会開催の件
４．地区懇談会開催の件
５．代議員会議長・副議長との事前打ち合わせ開催

の件
６．第186回定時代議員会開催の件
【経営部会】
１．医師賠償責任保険料案内のための病院訪問の件
【政策部会】
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１．バイバイ原発３・８京都事務局会議出席の件
２．2015年日本医学会総会展示責任者との面談出席

の件
Ⅳ．医療政策関連情勢
１．医療・社会保障をめぐるこの間の動き

①国をめぐる動き
◦医療法等改正に関する意見（案）について
Ⅴ．診療報酬関連情報
１．保険審査通信検討委員会（12月６日）状況
２．中医協概要報告

◦12月４日（第262回総会）
◦12月６日（第263回総会、第97回薬価専門部会）
◦12月11日（第264回総会）
◦12月13日�（第265回総会、第63回保険医療材料専

門部会）
Ⅵ．特別討議
【総務部会】
１．第186回定時代議員会関連議事検討の件

①情勢報告
②上半期総括報告
③下半期重点方針
④決議（案）
Ⅶ．その他
１．年末挨拶
≪以上、27件を承認した≫

地区医師会との懇談会のご案内
開催日 地　　区 時　間 場　　所

1 月31日㈮ 下京西部医師会との懇談会 午後 2時～ 下京西部医師会事務所

2月 1日㈯ 綾部・福知山医師会との懇談会 午後 4時～ 福知山市中央保健福祉センター

2月 3日㈪ 右京医師会との懇談会 午後 2時～ 右京医師会館

2月 6日㈭ 東山医師会との懇談会 午後 2時～ 東山医師会事務所

2月 8日㈯ 綴喜医師会との懇談会 午後 2時30分～ 新田辺駅前CIKビル・ 3 F

2 月13日㈭ 山科医師会との懇談会 午後 2時～ 山科医師会診療センター

2月14日㈮ 西京医師会との懇談会 午後 2時～ 京都エミナース

2月22日㈯ 相楽医師会との懇談会 午後 4時30分～ ホテルフジタ奈良

2月のレセプト受取・締切
基金
国保

9日㈰ 10日㈪
労災

10日㈪

閉所 ◎ ◎

※○は受付窓口設置日、 ◎は締切日。
　　受付時間：基金　午前９時～午後５時30分
　　　　　　　国保　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　労災　午前９時～午後５時
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＜税　理　士＞

花山 和士　税理士 ひろせ税理士法人

外村 弘樹　税理士 外村会計事務所

山口    稔　税理士 山口稔税理士事務所

木谷    昇　税理士 木谷昇税理士事務所

乗岡 五月　税理士 税理士法人京都会計

牧野 伸彦　税理士 牧野伸彦税理士事務所

鴨井 勝也　税理士 鴨井税務会計事務所

廣井 増生　税理士 廣井増生税理士事務所

＜社　労　士＞

河原 義徳　特定社労士 株式会社ひろせ総研

本宮 昭久　特定社労士 本宮社会保険労務管理事務所

＜建　築　士＞

坂本 克也　建築士 坂本克也一級建築事務所

竹内 秀雄　建築士 園建築事務所

＜ファイナンシャルプランナー＞

重松 朋聖　法人推進部長 三井生命保険株式会社

その他　関係生保会社、京都銀行のFP

税理士・社会保険労務士・建築士・ファイナンシャルプランナー・
弁護士・廃棄物処理コンサルタント

各種専門家との相談体制のご案内

＜弁　護　士＞

莇     立明　弁護士 京都中央法律事務所

江頭  節子　弁護士 京都中央法律事務所

松尾  美幸　弁護士 京都中央法律事務所

赤井  勝治　弁護士 赤井・岡田法律事務所

石川  寛俊　弁護士 石川寛俊法律事務所

鵜飼万貴子　弁護士 米田泰邦法律事務所

小笠原伸児　弁護士 京都法律事務所

竹下  義樹　弁護士 つくし法律事務所

富永     愛　弁護士 富永愛法律事務所

新阜創太郎　弁護士 つくし法律事務所

西村  幸三　弁護士 西村法律事務所

本田  里美　弁護士 つくし法律事務所

三重  利典　弁護士 葵法律事務所

若松     豊　弁護士 赤井・岡田法律事務所

＜廃棄物処理コンサルタント＞

中島  智之　代表取締役 ㈱エコロジー・ソリューション

◆会員の希望される専門家をご紹介します。
◆随時、必要な時に相談できます。
　 ご都合の良い日を各種専門家と日程調整します。

◆相談は無料（ただし、1事案1回限り）
　 １事案につき１回の無料相談を超えてのご相談は、
個別相談に移行し有料になります。

◇ お問い合わせは協会事務局まで TEL 075⊖212⊖8877　FAX 075⊖212⊖0707

いつでも どこでも ご相談に応じます！
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日　時　2 月16日（日） 午後２時30分～４時（開場 午後 2時）
場　所　京都府保険医協会・会議室
参加費　1,000円（茶菓付）
協　賛　有限会社アミス
曲　名　ドボルザーク 「アメリカ」 より、ショパン 「別れの曲」他
　※演奏終了後に、演奏者とのトークがあります。
　※ ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お誘い合わせの上どうぞ。

定員 20人
（要申込）

日　時　2 月16日（日） 午後５時30分～８時30分
場　所　ホテルグランヴィア京都「ラ・リサータ」
参加費　10,000円（食事付）

京響メンバーによるサロンコンサート   ロマン派の巨匠の名曲を聴くⅡ

第 3 回ワイン講座「ボルドー五大シャトーの飲み比べ」

定員 40人
（要申込）

（セカンドラベル）

日　時 3 月30日 （日）  午後２時～
参加費　1,000円（講習料・銭湯代含む）
集　合　午後２時　河原町丸太町 北東角
講　師　佐藤 光子さん（大阪教育大学非常勤講師）

ランニング教室

定員 20人
（要申込）

お申込は協会事務局（☎075-212-8877）まで

日　時 3 月 8 日 （土） 午後1時30分～ ※のち京都市役所までデモ行進
場　所 円山野外音楽堂

●メイン講師　金子　勝さん　（慶応義塾大学経済学部教授） 
●スピーチ　　避難者からの訴え／福島からの訴え
●アトラクション　制服向上委員会ライブ 

メイン集会中は、円山公園しだれ桜周辺でひろば企画を開催します！

主　催 バイバイ原発きょうと実行委員会

今年も
あります ! バイバイ原発

３・８きょうと
関連企画

金子勝さん講演会
午後 5 時30分～
池坊こころホール

参加無料・先着順200人
共 催

京都府保険医協会・京都府
歯科保険医協会・バイバイ
原発きょうと実行委員会
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日　時  2 月 7 日 （金） 午後 6 時～ 8 時30分
場　所 ハートピア京都（中京区竹屋町通烏丸東入ル）
 18:00～　ＤＶＤ「誰のためのＴＰＰ？―自由貿易のワナ」（37分）上映
 18:45～　講　演「交渉現場からの報告」真嶋 良孝 氏（農民連副会長）

主　催 ＴＰＰ参加反対京都ネットワーク、京都食健連

お申込は協会事務局（☎075-212-8877）まで

参加費 無料
申込不要

日　時  2 月13日 （木）　午後 2 時～ 4 時
場　所 京都府保険医協会・ルームA～C
講　師 鴨井 勝也 税理士

内　容 平成25年分の確定申告の留意点　　新規開業の留意点
協　賛 有限会社アミス

日　時  2 月17日 （月）　午後 2 時～
場　所 京都府保険医協会・ルームB～C
講　師 外村 弘樹 税理士・公認会計士
対象者  白色申告者（現在税理士が関与していない医療機関）
費　用 措置法26条による申告書作成：４万円
　　※ 新規開業等の実額計算による申告書作成は、事務量を勘案して決定。
持参物  税務署より送付された確定申告用紙、収支内訳書、収支内訳表付表、認印、社保・国保振込通

知書、前年の確定申告書等
　　※ 実額計算の場合、上記の他に収支がわかる資料が必要
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白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会白色確定申告書作成会

参加費 無料
要申込

要申込

日　時  3 月12日 （水）  午後 2 時～ 4 時
場　所　京都府保険医協会・ルームＡ～C
 第 1 部：中学受験　中央受験センター　講師　宮崎　隆 氏（現職塾講師）
 第 2 部：医系受験　中央受験センター　講師　長谷川 弘一 氏（医学部受験専門）

協　賛 有限会社アミス

参加費 無料
（茶菓子付）
要申込
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STEP1

STEP2

STEP3

中医協答申説明会（第１次新点数検討会）
日　時　2月25日（火） （予定）　以降、常時閲覧可能
方　法　インターネット配信のみ※１

資　料　『全国保険医新聞』に掲載の中医協答申※１

『点数表改定のポイント』説明会（第２次新点数検討会）
日　時　3月23日（日）
時　間　午前10時30分～12時30分：入院　　午後 2時～ 4時30分：入院外
会　場　テルサホール（京都テルサ内）  京都市南区東九条下殿田町70　☎075-692-3400
資　料　『点数表改定のポイント・2014年４月版』※２

『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』説明会（第３次新点数検討会）
日　時　4月24日（木）　午後 2 時～ 4 時30分
会　場　テルサホール（京都テルサ内）
資　料　『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』※２

※１　会員に１部無料で送付（２月中旬発行予定）　　※２　テキストの発送方法は追って連絡いたします。

※STEP 2・3は北部でも開催します。その他詳細はグリーンペーパーをご確認下さい。

2014年 診療報酬改定 新点数説明会
３ステップでより理解が深まる!

日　時　３月15 日（土）
　　　　①シンポジウム：午後４時～
　　　　②懇親・懇談会：午後６時30分～８時
場　所　新・都ホテル（ＪＲ京都駅八条口前）

パネラー（発表順）
ＮＰО団体　ＮＰО法人 ささえあい医療人権センター　ＣОМＬ 理事長　山口 育子氏 
看　護　師　光愛病院 外来師長　坂木 まどか氏
医　　　師　髙木神経科医院　精神科医師　浜垣 誠司氏
弁　護　士　富永愛法律事務所 弁護士　富永　愛氏

参加費　１人 2,000 円（懇親会費含む）※当日徴収
申　込　 FAX（075-212-0707）で３月７日（金）までにお申し込み下さい。
共　催　京都府保険医協会　㈲アミス　　　後　援　京都府歯科保険医協会

医療法上義務付けられている医療安全管理のための研修となり、参加者には参加証を交付します。

医療安全シンポジウム

家族・従事者も
歓 迎！

精神疾患が疑われる患者さんへの対処法
～ 精神疾患の理解を求めて ～
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協

会

だ

よ

り

□

□

□

　お名前

　送付先　〒

　TEL：                                   FAX：

3,990円

□

これから始める心臓カテーテル検査
矢嶋純二・編●Ａ4判　384頁●メジカルビュー社

7,350円

12,600円

　　京都府保険医協会では医学書を斡旋しています。
　　案内にない書籍もお気軽にお問い合わせください。

〈申込書〉　  FAX 075-212-0707までお送りください。
☆京都府保険医協会の会員の先生は書店でご購入いただくより割安になります。

（表記価格は全て税込価格ですが、会員の先生には消費税抜きの価格で斡旋します）

※商品は神陵文庫より発送。申込価格5,000円以上は送料無料。

　　　　　　　　　　　　　　ご注文のタイトルに（ﾚ）して下さい　　【医学書・新刊　2013年９月】

24,150円

杉山幸比古・監　●Ｂ5判　472頁●メジカルビュー社

日本医薬品集 DRUGS IN JAPAN  医療薬　2014
書籍版　13,650円　  2013年8月刊行

DB版　15,750円　    2013年7月刊行

セット版　24,150円　

内科系専門医受験者必携！　症例を診て問題を解いて学ぶ

自治医科大学内科研修トレーニング

膵癌取扱い規約　（第6版補訂版）＜癌取扱い規約＞
日本膵臓学会・編　●Ｂ5判　80頁●金原出版

12,600円

10,500円

□

□

□

3,780円

　医療機関名

9,450円

5,775円

系統小児外科学　（改訂第3版）
福澤正洋・他編著　●B5判　909頁●永井書店

□

□ □

脳血管障害と神経心理学　（第2版）
平山惠造・他編●Ｂ5判　560頁●医学書院

□6,720円

7,350円

□

□

なに？これ！　胸部Ｘ線写真
池田貞雄・他著●B5判　258頁●金芳堂

わが国で生まれた心臓血管外科手術
先達の創意工夫に学ぶ
川副浩平・責任編集　●B5判　312頁●メジカルビュー社

麻酔科医のための　気道・呼吸管理
＜新戦略に基づく麻酔・周術期医学＞
廣田和美・編　●Ｂ5判　312頁●中山書店

改訂第４版　医療現場の滅菌　（4版）
小林寛伊・編●Ｂ5判　240頁●へるす出版

ＯＣＴ読影トレーニング
白神史雄・他編　●B5変型判　288頁●メジカルビュー社

□

眼科診察クローズアップ
宇治幸隆・監　●B5変型判　240頁●メジカルビュー社

□

ネルソン小児感染症治療ガイド　（原書第19版）
齊藤昭彦・監訳●Ｂ6変型判　296頁●医学書院

□

7,875円□

□

7,560円

7,560円

□
動画で身につく肝疾患の基本手技

－インターベンション治療の秘訣
小池和彦・監●B5判　231頁●羊土社

□

小児心電図ハンドブック
高木純一・編●Ｂ5判　184頁●中外医学社

これでわかる拡散ＭＲＩ　（第3版）
青木茂樹・編著●Ｂ5判　500頁●学研メディカル秀潤社

□

□

□

□
ＭＩＭＭＳ　大事故災害への医療対応
現場活動における実践的アプローチ　（第3版）
ＭＩＭＭＳ日本委員会・訳●Ａ4判　178頁●永井書店

ＭＲＩ応用自在　（第3版）
高原太郎・監●Ｂ5変型判　480頁●メジカルビュー社

FCCSプロバイダーマニュアル　（第２版）
ＦＣＣＳ運営委員会・監●Ａ4変型判　352頁●ＭＥＤＳi

画像でみる脊椎・脊髄　その基礎と臨床
塩田悦仁・監訳●Ａ4変型判　648頁●医歯薬出版

□

□

9,975円

これから始めるＰＣＩ
及川祐二・編●Ａ４判　224頁●メジカルビュー社

□ ハインズ神経解剖学アトラス　（第４版）
佐藤二美・訳●Ａ4変型判　352頁●MEDSi

病態と治療戦略がみえる

免疫・アレルギー疾患イラストレイテッド
田中良哉・編●B5変型判　359頁●羊土社

□

医薬品情報書籍の決定版！2013年6月までの最新情報を網羅！好評発売中！

大好評「皮膚科診断治療大系」に最新知見を加え、
進化した「皮膚科診療カラーアトラス」がついに完結。

期間限定の全巻セットをご案内します。

□

61,950円

81,900円

今日の診療ベーシック　Vol.23 DVD-ROM for Windows
永田　啓・監●DVD-ROM●医学書院

今日の診療プレミアム　Vol.23 DVD-ROM for Windows
永田　啓・監●DVD-ROM●医学書院

　　　　　　　ＤＶＤ-ＲＯＭ版も大好評発売中です！

2013年8月刊行

日本医薬品集フォーラム編●
B5判　3,600頁●じほう

□

お問い合わせ・申込　京都府保険医協会　TEL075-212-8877　FAX075-212-0707
有限会社アミス　TEL075-212-0303

〒604-8162　京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637　第41長栄カーニープレイス四条烏丸６階

写真と動画で学ぶ　てんかんの手術
難治性てんかんに対する手術の極意を伝授
森野道晴・著　●Ａ4判　160頁●メジカルビュー社

22,050円

4,935円

税込定価　373,400円　　→ 362,250円（2014年3月末日までの期限特価）

皮膚科診療カラーアトラス大系　全9冊セット
鈴木啓之・他編●A4変型判/上製+仮製・厚表紙・函入り　各184～192頁●講談社　刊

□

構想8年！日本の中で出会うであろう虫による皮膚炎のほぼすべてを網羅。
治療、予防対策を虫の生態・生息環境と並置させた「臨床図鑑」。

大好評発売中。

□ Dr.夏秋の臨床図鑑　虫と皮膚炎
夏秋　優・著●AB判　200頁●学研メディカル秀潤社

12,600円

12,600円

15,750円

5,670円

母斑と母斑症　＜皮膚科臨床アセット　15＞
金田眞理・編●Ｂ5判　384頁●中山書店

7,770円

8,400円

5,880円

8,190円

3,570円

血管内治療のための血管解剖：外頸動脈
清末一路・編著●ＡＢ判　144頁●学研メディカル秀潤社

小児科医の役割と実践　ジェネラリストのプロになる

＜総合小児医療カンパニア＞
田原卓浩・編●B5判　256頁●中山書店

□

6,300円

　　　　　　　　　　ご注文のタイトルに（ﾚ）して下さい　　【医学書・新刊　2014年１月】       ※価格は全て税込価格です。

□ Ｂ6変形判　　4,935円

□ A6判　　4,410円

□ Ｂ6判　4,830円

□ Ｂ6判　5,250円

期間限定の全巻セット 　　ｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞ版についてはお問い合わせ下さい。

□ □ Workstation License 円

　　　　　（2014年3月末日までの特別価格） 　　５点以上の同時購入が対象です。

田上哲也・編著●Ｂ5判　216頁●診断と治療社

　お名前 　医療機関名

　送付先　〒

　TEL：                                   FAX：

Ａｎｎｕａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ　血液　2014
高久文麿・他編　●Ｂ5判　242頁●中外医学社

27,300円カラーテキスト血液病学　（2版）
木崎昌弘・編著●B5判　688頁●中外医学社

プリンシプル産科婦人科学　２　（第3版）
武谷雄二・他監　●B5判　928頁●メジカルビュー社

□

□
眼内レンズの使いかた
＜専門医のための眼科診療クオリファイ　20＞
大鹿哲郎・編　●B5判　400頁●中山書店

□

9,450円

10,290円

13,650円

眼科外来処置・小手術クローズアップ
江口秀一郎・編集代表　●B5変型判　240頁●メジカルビュー社

15,225円

10,500円血液疾患最新の治療2014-2016　オンラインアクセス権付
直江知樹・他編●B5判　382頁●南江堂

Ａｎｎｕａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ　神経　2014
鈴木則宏・他編　●Ｂ5判　292頁●中外医学社

□

□

□

文献管理と論文作成をパワフルにサポート

　皮膚科診療カラーアトラス大系 □ 通常版　Macintosh版

ワンランク上の　検査値の読み方・考え方

52,290 円

耳・鼻・のどのプライマリケア
佐藤公則・著　●Ｂ5判　336頁●中山書店

9,975円

Ａｎｎｕａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ　循環器　2014
小室一成・他編　●Ｂ5判　316頁●中外医学社

屈折異常とその矯正　（第６版）
所　敬・著　●Ｂ5判　392頁●金原出版

Ａｎｎｕａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ　呼吸器　2014
永井厚志・他編　●Ｂ5判　274頁●中外医学社

11,550円

□

□ □

□

8,925円

10,290円

平松祐司・編●Ａ4判　184頁●メジカルビュー社

知っておくと役立つ腔の展開法、鉤の使い方と
術後機能温存法　＜ＯＧＳ　ＮＯＷ　17＞

Ａｎｎｕａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ　糖尿病・代謝・内分泌　2014
寺内康夫・他編　●Ｂ5判　216頁●中外医学社

甲状腺疾患診療マニュアル　（第2版）
＜内分泌シリーズ＞

10,500円

11,550円

循環器疾患最新の治療2014-2015　オンラインアクセス権付
堀　正二・他編●B5判　538頁●南江堂

□ プロメテウス解剖学アトラス　頭頸部／神経解剖　（第２版）
坂井建雄・他監訳●Ａ4変型判　552頁●医学書院

医系免疫学　（13版）
矢田純一・著●B5判　869頁●中外医学社

□

5,040円

　EndNote　X7　Win/Mac

32,550

□10,290円

□ 通常版　Windows版 52,290

□

□

8,820円

11,550円

□ Ａｎｎｕａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ　消化器　2014
林　紀夫・他編　●Ｂ5判　296頁●中外医学社

税込定価　

デスク判（B5）　19,950円

毎年全面書き下ろし、信頼と実績の治療年鑑　好評発売中

網羅性に優れた「治療薬年鑑」、好評発売中

ルーチン検査から病態変化を見抜く　（第２版）
本田孝行・編著●Ｂ５判　258頁●総合医学社

373,400円 362,250円

『皮膚科診断治療大系』に最新知見を加え進化して完結

　治療薬マニュアル　2014

12,600円

5,460円

肝癌　＜がん研スタイル癌の標準手術＞
山口俊晴・監●A4判　180頁●メジカルビュー社

子宮筋腫・子宮内膜症・子宮腺筋症　診療マニュアル
女性３大良性疾患を診る
百枝幹雄・編著●Ｂ5判　208頁●診断と治療社

5,880円

□

レジデント必修　症例でわかる小児科診療
水谷修紀・編●B5判　248頁●診断と治療社

Ａｎｎｕａｌ　Ｒｅｖｉｅｗ　腎臓　2014
富野康日己・他編　●Ｂ5判　296頁●中外医学社

□

□

□

□

□

□ 内分泌診療のファーストタッチ
鈴木敦詞・他編●A5判　360頁●文光堂

食物アレルギー外来診療のポイント63
小林陽之助・監●B5判　208頁●診断と治療社

□

□

□
骨折に対する整復術・内固定術
安全・確実なテクニック　＜ＯＳ　ＮＯＷ　Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　28＞
安田和則・編●Ａ4判　192頁●メジカルビュー社

12,600円10,290円

〈申込書〉　  FAX 075-212-0707までお送りください。
☆京都府保険医協会の会員の先生は書店でご購入いただくより割安になります。

（表記価格は全て税込価格ですが、会員の先生には消費税抜きの価格で斡旋します）

※商品は神陵文庫より発送。申込価格5,000円以上は送料無料。

お問い合わせ・申込　京都府保険医協会　TEL075-212-8877　FAX075-212-0707
有限会社アミス　TEL075-212-0303

〒604-8162　京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637　第41長栄カーニープレイス四条烏丸６階

　今日の治療薬　2014
薬剤の「今」が分かるベストセラー、2014年1月中旬発売 　ご予約受付中

11,550円11,550円

5,040円

6,825円

円

投稿規定に合わせて参考文献リストを自動で作成

龍原　徹先生の名著！2014年2月発売　ご予約受付中

ポケット医薬品集　2014年版

臨床現場で必要なものだけをこの１冊に！2014年1月上旬発売　ご予約受付中

Pocket Drugs 2014

　今日の治療指針　2014
□ □ ポケット判（B6）　15,750円

5,250円
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No. 税込価格 ご注文 No. 税込価格 ご注文

1 34,335¥ 49 45,324¥ 

2 85,785¥ 50 44,460¥ 

3 34,668¥ 51 39,360¥ 

4 47,250¥ 52 39,000¥ 

5 33,384¥ 53 38,500¥ 

6 42,000¥ 54 15,120¥ 

7 27,660¥ 55 49,500¥ 

8 72,012¥ 56 41,787¥ 

9 23,112¥ 57 30,030¥ 

10 38,500¥ 58 41,466¥ 

11 38,040¥ 59 36,630¥ 

12 37,500¥ 60 32,787¥ 

13 38,600¥ 61 37,500¥ 

14 37,791¥ 62 15,408¥ 

15 22,050¥ 63 12,441¥ 

16 26,330¥ 64 40,950¥ 

17 23,890¥ 65 40,710¥ 

18 13,248¥ 66 32,382¥ 

19 44,170¥ 67 44,460¥ 

20 45,045¥ 68 10,080¥ 

21 36,130¥ 69 43,040¥ 

22 42,714¥ 70 17,334¥ 

23 41,790¥ NEW 71 38,610¥ 

24 39,216¥ 72 39,150¥ 

25 32,500¥ 73 36,225¥ 

26 25,740¥ 74 40,491¥ 

27 33,090¥ 75 44,676¥ 

28 27,027¥ 76 18,876¥ 

29 33,600¥ 77 35,000¥ 

30 32,760¥ 78 10,000¥ 

31 47,355¥ 79 40,215¥ 

32 43,506¥ 80 31,131¥ 

33 46,620¥ 81 37,380¥ 

34 43,680¥ 82 34,843¥ 

35 45,780¥ 83 39,705¥ 

36 23,000¥ 84 42,730¥ 

37 45,990¥ 85 49,875¥ 

38 42,500¥ 86 47,250¥ 

39 40,240¥ 87 34,650¥ 

40 44,634¥ 88 41,466¥ 

41 51,480¥ 89 41,466¥ 

42 40,491¥ 90 42,270¥ 

43 44,634¥ 91 25,200¥ 

44 41,300¥ 92 32,760¥ 

45 35,952¥ 93 33,250¥ 

46 43,438¥ 94 36,460¥ 

47 31,270¥ 95 30,670¥ 

48 49,635¥ 96 29,532¥ 

臨床皮膚科
脳
・

神
経

神経内科

ビジュアルダーマトロジー ｸﾘﾆｶﾙﾆｭｰﾛｻｲｴﾝｽ

臨床婦人科産科

上記は２０１４年３月末までの価格です。２０１４年４月以降のご予約は消費税３％の差額分が加算されます。

精
神
科

精神科治療学 BRAIN and　NERVE

※個人特別割引価格でご購読の場合、ご登録に個人名が必要となります。

皮
膚
科

デルマ 臨床放射線

皮膚科の臨床 インナービジョン

画
像
診
断
・

放
射
線

画像診断

精神医学 脳
外

脳神経外科（個人特別割引価格）

臨床精神医学 脳神経外科速報

産
婦
人
科
・

周
産
期

周産期医学 泌尿器外科

産科と婦人科 腎
・

透
析

腎と透析

ＯＧＳ　ＮＯＷ　 臨床画像

臨床透析

産婦人科の実際

泌尿器
臨床泌尿器科

呼
吸
器

呼吸と循環

救
急
・
麻
酔

救急医学

呼吸 ＩＮＴＥＮＳＩＶＩＳＴ

日本胸部臨床 救急・集中治療

呼吸器内科 別冊ＥＲマガジン

小
児
科

小児内科 ＩＣＵとＣＣＵ

小児科 ＬiＳＡ

小児科診療 麻酔
小児科臨床 臨床麻酔

小児外科

小児科学レクチャー

ペインクリニック

循
環
器

Ｈｅａｒｔ Ｖｉｅｗ（ハートビュー） 耳
鼻
科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科（個人特別割引価格）

心エコー JOHNS

心臓 ENTONI

臨床消化器内科 臨床眼科

肝胆膵 眼科グラフィック

胆と膵 オクリスタ

眼
　
科

糖
尿
病

糖尿病診療マスター ＰＥＰＡＲＳ

プラクティス あたらしい眼科

消
化
器

胃と腸 眼科

消化器内視鏡

内
　
科

内科 関節外科

ｍｅｄｉｃｉｎａ Ｍｏｎｔｈｌｙ Ｂｏｏｋ Ｏｒｔｈｏｐａｅｄｉｃｓ

Ｍ．Ｐ．（メディカルプラクティス） 脊椎脊髄ジャーナル

診断と治療

眼科手術

臨床スポーツ医学

治療 整形外科ｻｰｼﾞｶﾙﾃｸﾆｯｸ

 j med 整形外科最小侵襲手術ジャーナル

ＪＩＭ（個人特別割引価格） 形
成

形成外科

病理と臨床 乳癌の臨床

臨床病理

整
形
外
科

整形外科 （別冊含む）

実験医学（増刊含む） 整形災害外科

細胞工学 臨床整形外科

 〈申込書〉　 FAX：075-212-0707までお送りください。

☆京都府保険医協会の会員の先生は書店でご購入いただくより割安になります。
（表記価格は全て税込価格ですが、会員の先生には消費税抜きの価格で斡旋します）

※商品は神陵文庫より発送。申込価格5,000円以上は送料無料。

      ご注文のタイトルに○印を記入してください　　【2014年度　年間購読雑誌一覧】

　お名前 　医療機関名

　送付先　〒

　TEL：                                   FAX：

お問い合わせ・申込　京都府保険医協会　TEL075-212-8877　FAX075-212-0707　　有限会社アミス　TEL075-212-0303

医学のあゆみ 手術

日本臨床 臨床外科（個人特別割引価格）

最新医学 外科

雑誌名 雑誌名

総
合

日本医事新報

外
　
科

消化器外科

Ｍｅｂｉｏ 胸部外科

基
礎
医
学
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〒601-8205 京都市南区久世殿城町330-1
TEL.075-935-1115（代） FAX.075-935-5100
e-mail：com@mediapark.co.jp  http://www.mediapark.co.jp

社会を動かす宣伝力。

<参考価格>
※ご相談の上、御見積を提出いたします。
●A4判三つ折カラー刷り
　500部 ………………… ¥120,000～
●B5判4頁カラー刷り
　500部 ………………… ¥135,000～

エッセイ集や自分史などの自費
出版、お気軽にご相談ください。

株式会社　つむぎ出版
TEL.075-252-1788
FAX.075-254-2341

e-mail：tsumugi-pub@nifty.com

医院・医療機関の
リーフレット

医療機関のリーフレットは、診療科目・時間・設備、理念などを

患者様、地域の皆様に広げるツールです。

きかんしコムでは、リーフレットの他、広報誌、webサイトなど、

信頼される医療をめざすツール制作を、お手伝いします。

メッセージツール作成をお手伝いします

地域に根ざす医療をめざして
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発
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�
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